
www.infineon.com

サイプレスはインフィニオン テクノロジーズになりました
この表紙に続く文書には「サイプレス」と表記されていますが、これは同社が最初にこ
の製品を開発したからです。新規および既存のお客様いずれに対しても、引き続きイン
フィニオンがラインアップの一部として当該製品をご提供いたします。

文書の内容の継続性
下記製品がインフィニオンの製品ラインアップの一部として提供されたとしても、それ
を理由としてこの文書に変更が加わることはありません。今後も適宜改訂は行います
が、変更があった場合は文書の履歴ページでお知らせします。
 
注文時の部品番号の継続性
インフィニオンは既存の部品番号を引き続きサポートします。ご注文の際は、データシー
ト記載の注文部品番号をこれまで通りご利用下さい。
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EZ-USB® FX3: SuperSpeed USB コン トローラー

特長

■ ユニバーサル シリアル バス (USB) を統合

❐ USB 3.1仕様Rev. 1.0 (TID # 340800007) に準拠したUSB 3.1
Gen 1 および USB 2.0 のペリフェラル

❐ USB 3.1 Gen 1 に準拠した 5Gbps SuperSpeed PHY
❐ OTG サプリ メン ト  バージョ ン 2.0 に対応した High-speed

On-The-Go (HS-OTG) ホストおよびペリフェラル
❐ 32 の物理エンドポイン ト

■ 汎用プログラマブル インターフェース (GPIF™ II)
❐ プログラマブル 100MHz GPIF II インターフェースにより、
広範な外部デバイスに接続可能

❐ 8、 16、 24、 32 ビッ トのデータ  バス
❐ 最大 16 個の構成可能な制御信号 

■ 完全にアクセス可能な 32 ビッ ト CPU
❐ 200MHz で動作する ARM926EJ コア
❐ 512KB または 256KB の組込み SRAM

■ 以下のペリフェラルへの接続機能

❐ 最大 33MHz の SPI マスター
❐ 最大 4Mbps に対応可能な UART
❐ 1MHz での I2C マスター コン ト ローラー
❐ 8kHz、 16kHz、 32kHz、 44.1kHz、 48kHz、 96kHz、 192kHz
のサンプリング周波数での I2S マスター ( ト ランスミ ッ タ
専用 )

■ 選択可能なクロック入力周波数

❐ 19.2、 26、 38.4、 および 52MHz
❐ 19.2MHz 水晶振動子の入力サポート

■ コア電源切断モードでの超低消費電力 
❐ VBATT が有効な場合は 60A 未満、VBATT が無効な場合は

20A 未満 

■ コアと I/O 用の独立電源ド メイン

❐ 1.2V のコア動作
❐ 1.8 ～ 3.3V で動作する I2S、 UART、 SPI
❐ 1.2V ～ 3.3V で動作する I2C

■ パッケージの種類

❐ 121 ボール、 10×10mm、 0.8mm ピッチ鉛フリー ボール グ
リ ッ ド  アレイ  (BGA)

❐ 7 つの FX3 の種類については表 24 を参照して ください

■ ファームウェアおよび PC アプリケーシ ョ ンのコード開発用
の EZ-USB® ソフ トウェア開発キッ ト  (SDK)

❐ RTOSフレームワークを含む (ThreadXバージョ ン5を使用)
❐ すべての I/O モジュールをカバーするファームウェアの例
❐ C++ と C# を使った Visual Studio のホスト例

■ 迅速なプロ ト タイピングのための SuperSpeed Explorer 基板

❐ い くつかのアクセサリ基板も用意
• Xilinx ／ Altera FPGA 開発用のアダプター ボード

• ビデオ開発用のアダプター ボード

• 概念テスト と初期開発用の CPLD ボード

アプリケーシ ョ ン

■ デジタル ビデオ カムコーダ

■ デジタル スチル カメラ

■ プリンタ

■ スキャナ

■ ビデオ キャプチャ  カード

■ 試験および測定機器

■ 監視カメラ

■ パーソナル ナビゲーシ ョ ン デバイス

■ 医療用画像装置

■ ビデオ IP フォン

■ ポータブル メディア プレーヤ

■ 産業用カメラ

■ データ  ロガー

■ データ収集

■ 高性能ヒューマン インターフェース デバイス ( ジェスチャー
認識 )

機能説明

すべての関連資料の一覧については、 ここをクリ ックして くだ
さい。

http://www.cypress.com/fx3
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論理ブロック図
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詳細情報

サイプレスは www.cypress.com サイ トに大量のデータを掲載しており、ユーザーがデザインに適切な < 製品 > デバイスを選択し、
デバイスのデザインを迅速かつ効果的に統合する手助けをしています。 

■ 概要 : USB ポート フォリオ、 USB ロードマップ

■ USB 3.0 製品セレクタ : FX3、 FX3S、 CX3、 GX3、 HX3

■ アプリケーシ ョ ン ノート : サイプレスは、 基本レベルから高
度なレベルまでの様々なトピックに触れる大量のUSBアプリ
ケーシ ョ ン ノート を提供しています。以下は FX3 入門用の推
奨アプリケーシ ョ ン ノートです。
❐ AN75705 - Getting Started with EZ-USB FX3
❐ AN76405 - EZ-USB FX3 Boot Options
❐ AN70707 - EZ-USB FX3/FX3S Hardware Design Guidelines

and Schematic Checklist
❐ AN65974 - Designing with the EZ-USB FX3 Slave FIFO In-

terface
❐ AN75779 - How to Implement an Image Sensor Interface with

EZ-USB FX3 in a USB Video Class (UVC) Framework
❐ AN86947 - Optimizing USB 3.0 Throughput with EZ-USB

FX3
❐ AN84868 - Configuring an FPGA over USB Using Cypress

EZ-USB FX3
❐ AN68829 - Slave FIFO Interface for EZ-USB FX3: 5-Bit Ad-

dress Mode

❐ AN73609 - EZ-USB FX2LP/ FX3 Developing Bulk-Loop Ex-
ample on Linux

❐ AN77960 - Introduction to EZ-USB FX3 High-Speed USB
Host Controller

❐ AN76348 - Differences in Implementation of EZ-USB FX2LP
and EZ-USB FX3 Applications

❐ AN89661 - USB RAID 1 Disk Design Using EZ-USB FX3S

■ サンプル コード  
❐ USB Hi-Speed
❐ USB Full-Speed
❐ USB SuperSpeed

■ テクニカル リファレンス マニュアル (TRM) 
❐ EZ-USB FX3 Technical Reference Manual

■ 開発キッ ト
❐ CYUSB3KIT-003, EZ-USB FX3 SuperSpeed Explorer Kit
❐ CYUSB3KIT-001, EZ-USB FX3 Development Kit

■ モデル : IBIS

EZ-USB FX3 ソフ トウェア開発キッ ト

サイプレスは SuperSpeed USB をさまざまな組込みアプリケーシ ョ ンに容易に統合するため、 FX3 用の完全なソフ トウェアと
ファームウェア スタ ックを提供しています。 ソフ トウェア開発キッ ト  (SDK) は、 アプリケーシ ョ ン開発を加速させるツール、 ド
ライバーやアプリケーシ ョ ン例を含みます。

GPIF™ II Designer

GPIF II Designer は、 設計者が EZ-USB FX3 USB 3.0 デバイス コン ト ローラーの GPIF II インターフェースを設定できるようにす
るグラフ ィ カル ソフ トウェアです。

このツールでは、 サイプレスが提供する 5 つのインターフェースのうちの 1 つを選ぶか、 独自の GPIF II インターフェースを一か
ら開発できます。 サイプレスは非同期と同期のスレーブ FIFO、 非同期と同期の SRAM および非同期 SRAM などの業界標準イン
ターフェースを提供します。 あらかじめ定義されたこれらのインターフェースのいずれかを、 既にシステム内に備えている場合、
設計者はバス幅 (x8、x16、x32)、エンディアンおよびクロック設定など一連の標準パラメーターからインターフェースを選択して、
コンパイルできます。 このツールはインターフェースをカスタマイズしたいユーザーに対して、 合理化された 3 段階の GPIF イン
ターフェース開発プロセスを提供します。 最初に、 ユーザーはピン構成と標準パラメーターを選択します。 次に、 設定可能な操作
で仮想ステート  マシンを設計します。最後に、出力タイ ミングが期待とおりになっているかを確かめます。 この 3 段階のプロセス
が終わると、 このインターフェースをコンパイルし、 FX3 と統合します。

http://www.cypress.com/?source=PSoC5LP_Datasheet
http://www.cypress.com/?id=167
http://www.cypress.com/?rID=94780
http://www.cypress.com/?id=3526
http://www.cypress.com/?id=4833
http://www.cypress.com/cx3/
http://www.cypress.com/products/ez-usb-gx3-superspeed-usb-30-gigabit-ethernet-controller
http://www.cypress.com/hx3
http://www.cypress.com/?rid=59979
http://www.cypress.com/?rid=63358
http://www.cypress.com/?rid=53203
http://www.cypress.com/?rid=51581
http://www.cypress.com/?rid=62824
http://www.cypress.com/?rID=84341
http://www.cypress.com/?rid=75048
http://www.cypress.com/?rid=59936
http://www.cypress.com/?rid=57610
http://www.cypress.com/?rid=62942
http://www.cypress.com/?rid=61948
http://www.cypress.com/?rID=88018
http://www.cypress.com/?rID=101782
http://www.cypress.com/?rID=101782
http://www.cypress.com/?rid=101780
http://www.cypress.com/?rid=101781
http://www.cypress.com/?rID=80775
http://www.cypress.com/?rID=99916
http://www.cypress.com/?rID=58321
http://www.cypress.com/?rID=68389
http://www.cypress.com/?rID=57990
http://www.cypress.com/?rID=59628
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機能概要

サイプレスの EZ-USB FX3 は SuperSpeed ペリフェラル コン
ト ローラーで、 統合した柔軟な機能を提供します。

FX3 は、 完全にコンフ ィギュレーシ ョ ン可能な、 パラレル、 汎
用プログラマブルインターフェースを備えています。このGPIF
II と呼ばれるインターフェースは、あらゆるプロセッサ、ASIC、
または FPGA などに接続可能です。 GPIF II は、 サイプレスの
主力 USB 2.0 製品である FX2LP の GPIF 強化バージョ ンです。
非同期 SRAM、非同期および同期アドレス データの多重化イン
ターフェース、パラレル ATA などの一般的なインターフェース
に、 容易かつグルーレス ( グルーロジック不要 ) な接続を提供
します。

FX3 は、 USB 3.1 Gen 1 と USB 2.0 物理層 (PHY) を、 強力な
データ処理とカスタム アプリケーシ ョ ンの構築に対応した 32
ビッ ト ARM926EJ-S マイクロプロセッサと一体化しました。
GPIF II から USB インターフェースへの 375MBps のデータ転
送を可能にするアーキテクチャを実装しています。

統合された USB2.0 OTG コン ト ローラーにより、 FX3 が 2 つ
の役割を果たすこ とができるアプリケーシ ョ ンが構築できま
す。 たとえば、 EZ-USB FX3 は MSC および HID クラス デバイ
スに対する OTG ホスト と して機能できます。 

FX3 には、 コード とデータ用の 512KB または 256KB の内蔵
SRAM を備えています (45ページの注文情報 を参照して く ださ
い )。 EZ-USB FX3 はまた、 UART、 SPI、 I2C、 I2S などのシリ
アル ペリフ ェ ラルに接続するインターフ ェースも提供してい
ます。

FX3 にはアプリケーシ ョ ン開発ツールが用意されています。 ソ
フ トウェア開発キッ トには、 市場投入までの時間を短縮するた
めにファームウェアおよびホス ト  アプリケーシ ョ ン例が同梱
されています。

FX3 は USB 3.1 Gen 1.0 仕様に準拠しており、 USB 2.0 との後
方互換性があります。また、USB 2.0 OTG 仕様 Ver. 2.0 にも準
拠しています。

アプリケーシ ョ ン例

標準的なアプリケーシ ョ ンでは ( 図 1 を参照 )、 FX3 は、 外部
ハードウェアをSuperSpeed USBに接続するアプリケーシ ョ ン
ソフ トウェアを実行するメイン プロセッサと して機能します。
また、FX3はGPIF II インターフェースを介してアプリケーシ ョ
ン プロセッサに接続するコプロセッサとして機能でき ( 図 2 を
参照 )、アプリケーシ ョ ン プロセッサに SuperSpeed USB 接続
を提供するサブシステムとして動作します。

図 1.  メイン プロセッサとしての EZ-USB FX3

Ez-USB FX3USB GPIF II

Clock

I2C

USB 
Host

External Slave 
Device

(e.g. Image 
Sensor)

Crystal*

EEPROM
* A clock input may be provided on the 

CLKIN pin instead of a crystal input
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図 2.  コプロセッサとしての EZ-USB FX3

USB インターフェース

FX3 は以下の仕様に準拠し、 次の特長を持ちます。

■ FX3は、USB 3.1仕様Rev. 1.0に準拠したUSBペリフェラル機
能をサポート しており、 また USB 2.0 仕様との後方互換性も
備えています。

■ FX3 Hi-Speed 製品 (CYUSB201X) は USB 2.0 のみをサポート
します。

■ OTG サプリ メン ト Rev. 2.0 に準拠しています。High-Speed、
Full-Speed、 Low-Speed OTG のデュアル ロール デバイス機
能をサポー ト します。 ペリ フ ェ ラルと して、 SuperSpeed、
High-Speed、 Full-Speed に対応しています。 ホス ト と して、
High-Speed、 Full-Speed、 Low-Speed に対応しています。

■ CEA-936A仕様に基づいて、USB D+/D- ライン上でCarkitパス
スルー UART 機能をサポート します。

■ 最大16の入力および16の出力エンドポイン トに対応します。 

■ USB 3.0 スト リーム機能をサポート します。 さらに、 USB
Attached SCSI (UAS) デバイス クラスもサポート し、 大容量
スト レージ アクセス性能を最適化します。

■ USBペリフェラルとして、アプリケーシ ョ ン例はFX3がUAS、
USB ビデオ クラス (UVC)、 および大容量スト レージ クラス
(MSC) USB ペリフェラル クラスをサポートすることを示し
ています。 他のすべてのデバイス ク ラスは、 カス タマー
フ ァームウェアでサポー ト できます。 出発点と してテンプ
レートの例が提供されています。

■ OTGホスト と して、アプリケーシ ョ ン例はFX3がMSCおよび
HID デバイス クラスをサポートすることを示しています。

注 USB ポート を使用していない場合、 PHY およびト ランシー
バは省電力化のために無効にすることができます。

OTG

FX3 は、 OTG 仕様 Rev. 2.0 に対応しています。 OTG モードで
は、FX3 は A および B デバイス モードの双方をサポート し、制
御、 割り こみ、 一括、 およびアイソクロナス データ転送をサ
ポート します。

FX3 は、 OTG A デバイス モードで VBUS に電力を供給するた
めに、外部チャージ ポンプを必要とします ( スタンドアロンま
たは PMIC に内蔵 )。

OTG ホスト実装のターゲッ ト  ペリフェラル リス トは、MSC お
よび HID クラス デバイスで構成されています。

FX3 は取付検知プロ ト コル (ADP) をサポート していません。

OTG 接続性

OTG モードでは、 FX3 は A、 B、 またはデュアル ロール デバ
イスに設定できます。 以下のものに接続できます。

■ ACA デバイス

■ ターゲッ トの USB ペリフェラル 

■ SRP 対応 USB ペリフェラル

■ HNP 対応 USB ペリフェラル

■ OTG ホスト

■ HNP 対応ホスト

■ OTG デバイス

Ez-USB FX3USB GPIF II

Clock

I2C

USB 
Host

External Master
(e.g. MCU/CPU/ 

FPGA/ASIC)

Crystal*

EEPROM
* A clock input may be provided on the 

CLKIN pin instead of a crystal input
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ReNumeration

FX3 はソフ ト構成のため、1 個のチップが複数の異なる USB デ
バイス ID を持てます。

最初に USB に差し込むと、 FX3 はサイプレス ベンダー ID
(0x04B4) で自動的にエニュメレート し、ファームウェアと USB
ディスクリプタを USB インターフェースを介してダウンロー
ド します。 ダウンロード したファームウェアは、 電気的な切断
と接続を行います。 FX3 は、 ダウンロード した情報に定義され
たデバイスとして再びエニュメレート します。 この特許化され
た 2 段階のプロセスは ReNumeration と呼ばれ、 デバイスが
USB に接続された直後に行われます。

VBUS 過電圧保護

FX3のVBUS ピン上の最大入力電圧は 6V です。充電器はVBUS
上で最大 9V まで供給できます。 この場合、 VBUS 上の損害か
ら FX3 を保護するために、 外付けの過電圧保護 (OVP) デバイ
スが必要となります。 図 3 は、 OVP デバイスが VBUS に接続
されたシステム アプリケーシ ョ ン図を示しています。VBUS と
VBATTの動作電圧範囲は19ページの表8 を参照して ください。

図 3.  VBUS 用 OVP デバイスのシステム図

Carkit UART モード

USB インターフェースは、 非 USB シリアル データ転送用に
Carkit UART モード  (D+/D- での UART) をサポート します。 こ
れは CEA-936A 仕様に基づいています。

Carkit UART モードでは、 出力信号電圧は 3.3V です。 Carkit
UART モード用に構成するときに、UART の TXD ( 出力 ) は D-
ラインにマッピングされ、 UART の RXD ( 入力 ) は D+ ライン
にマッピングされます。 

Carkit UART モードでは、 FX3 は USB ト ランシーバを無効に
し、 D+ と D– ピンはパススルー ピンとして機能してホスト  プ
ロセッサの UART に接続します。 図 4 に示すように、 Carkit
UART 信号は GPIF II インターフェースまたは GPIO[48] および
GPIO[49] に配線できます。

このモードでは、 FX3 は最大 9600bps をサポート します。

図 4.  Carkit UART パススルーのブロック図
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GPIF II

高性能 GPIF II インターフェースは、 FX2LP の GPIF とスレー
ブ FIFO インターフェースに似ていますが、 より高度な機能を
持ちます。

GPIF II は、柔軟なインターフェースを可能にするプログラマブ
ル ステートマシンで、業界標準または独自のインターフェース
で、 マスターまたはスレーブのいずれとしても機能します。 パ
ラレルとシリアルのインターフェースの両方を GPIF II で実装
できます。 
以下に GPIF II 機能リスト を示します。

■ マスターまたはスレーブとして動作

■ 256 のファームウェア プログラマブルなステート を提供

■ 8 ビッ ト、16 ビッ ト、24 ビッ ト、32 ビッ トのパラレル データ
バスに対応

■ 最大 100MHz までのインターフェース周波数に対応

■ 32 ビッ ト  データ  バスを使用する場合、 14 本の設定可能な制
御ピンをサポート。 すべての制御ピンは、 入力 / 出力または
双方向ピンのどちらとしても利用できます。 

■ 16/8ビッ ト  データ  バスを使用する場合、16の設定可能な制御
ピンをサポート します。 すべての制御ピンは、 入力 / 出力ま
たは双方向ピンのどちらとしても利用できます。

GPIF II の状態遷移は、制御入力信号に基づいています。制御出
力信号は、GPIF II の状態遷移の結果として生成されます。INT#
出力信号は GPIF II により制御できます。GPIF II Designer ツー
ルを参照して ください。GPIF II ステートマシンの動作は、GPIF
II ディスクリプタによって定義されます。GPIF II ディスクリプ
タは、 必要なインターフェース仕様が満たされるように設計さ
れています。 8KB のメモリ  (256 ／ 512KB の組込み SRAM と
は別 ) は、 GPIFII ディスク リプタが特定の形式で格納される
GPIF II 波形に特定用途のために使われます。

サイプレスの GPIF II Designer ツールは、GPIF II ディスクリプ
タの迅速な開発を可能にし、 共通のインターフェースの例を含
んでいます。

GPIF II の典型的な実装は、非同期および同期スレーブ FIFO の
インターフェースです。

スレーブ FIFO インターフェース 

スレーブ FIFO インターフェース信号を図 5 に示します。 この
インターフェースにより、外部プロセッサは FX3 内部の最大 4
つのバッファに直接アクセスできます。スレーブFIFO インター
フェースの詳細はページ 25 で説明しています。

注 スレーブ FIFO インターフェースでは、 32 個すべてのバッ
ファへのアクセスもサポート しています。詳細はサイプレス ア
プリケーシ ョ ン サポートまでお問い合わせください。

図 5.  スレーブ FIFO インターフェース

CPU

FX3 は、 32 ビッ ト 200MHz ARM926EJ-S コア CPU を内蔵し
ています。コアは 16KB の命令密接合メモリ  (TCM) および 8KB
のデータ TCM に直接アクセスできます。 ARM926EJ-S コアは
ファームウェア デバッグ用に JTAG インターフェースを備えま
す。 

FX3 は次の利点を持ちます。

■ コード とデータに対応する256／512KBの内蔵SRAMと、8KB
の命令キャッシュとデータ  キャッシュを内蔵しています。

■ 様々なペリフェラル ( 例えば、USB、GPIF II、I2S、SPI、UART、
I2C) の間で効率的で柔軟な DMA 接続を行います。 これによ
り、 ファームウェアがペリフェラル間のデータ  アクセスを設
定するだけで、 その後は DMA 構造によって管理されます。

■ ARM926EJ-S 用の業界標準の開発ツールを使用して、容易に
アプリケーシ ョ ンを開発できます。

FX3 ファームウェアのサンプルはサイプレス EZ-USB FX3開発
キッ トに付属します。 

JTAG インターフェース

FX3 の JTAG インターフェースは、 JTAG デバッガへ接続する
ために標準の 5 ピン インターフェースを備えており、 CPU コ
アの内蔵デバッグ回路を介してファームウェアをデバッグでき
ます。

ARM926EJ-S コア用の業界標準デバッグ ツールは、 FX3 アプ
リケーシ ョ ン開発に使用できます。

ARM JTAG アクセスのためには、 TCK 周波数が CPU クロック
周波数の 1/6 を超えないようにする必要があります。

その他インターフェース

FX3 は以下のシリアル ペリフェラルをサポート します。

■ SPI

■ UART

■ I2C

■ I2S

SPI、UART、および I2S インターフェースはシリアル ペリフェ
ラル ポートで多重化しています。

15 ページの CYUSB3012 および CYUSB3014 のピン一覧 はこ
れらのインターフェースが多重化される詳細について示してい
ます。 GPIF II が 32 ビッ トのデータ  バス幅 (CYUSB3012 およ
び CYUSB3014) に設定されている場合、SPI インターフェース
は使用できないことに注意して く ださい。

SPI インターフェース

FX3 は、 シリアル ペリフェラル ポートで SPI マスター イン
ターフェースをサポート します。 最大動作周波数は 33MHz で
す。

SPI コン ト ローラーは、 開始／停止クロックを使用した SPI 通
信の 4 つのモードに対応しています ( モード詳細は 41 ページ
の SPI タイ ミング仕様 を参照して ください )。 このコン ト ロー
ラーは、 単一の自動 SSN コン ト ロールが可能な単一マスター
コン ト ローラーです。 これは 4 ビッ トから 32 ビッ トのト ラン
ザクシ ョ ン サイズに対応します。

External Master
(For example, 

MCU/CPU/ 
FPGA/ASIC)

EZ-USB FX3

SLCS#

A[1:0]

D[31:0]

SLRD#

SLOE#

SLWR#

PKTEND

FLAGA

FLAGB

Note: Multiple Flags may be configured.
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UART インターフェース

FX3 の UART インターフェースは、全二重通信をサポート して
います。 取り扱う信号は表 1 にあるものです。

UART はファームウェアで選択可能な 300bps ～ 4608Kbps の
ボー レート を発生させることができます。フロー制御が有効で
ある場合、 CTS 入力がアサート されるときのみ、 FX3 の UART
はデータを送信します。 また、 FX3 の UART がデータを受信で
きるようになったとき、 RTS 出力信号をアサート します。

I2C インターフェース

FX3 の I2C インターフェースは I2C バス仕様 Rev.3 に準拠して
います。 この I2C インターフェースは、 I2C マスターとしての
み動作します。他の I2C のスレーブ デバイスと通信するのに使
用できます。 例えば、 FX3 はブート  オプシ ョ ンと して、 I2C イ
ンターフェースに接続しているEEPROMからブートできます。

FX3 の I2C マスター コン ト ローラーは、 マルチマスター モー
ドにも対応しています。

I2C インターフェースの電源電圧は VIO5 であり、これは他のシ
リアル ペリフェラルから独立した電源ド メインです。これによ
り、他のインターフェースと異なる電圧で動作する柔軟性がI2C
インターフェースにあります。

I2C コン ト ローラーは、 100kHz、 400kHz、 1MHz のバス周波数
をサポート しています。 VIO5 が 1.2V の場合、 サポート される
最大動作周波数は 100kHz です。 VIO5 が 1.8V、 2.5V、 または
3.3V の場合、対応する動作周波数は 400kHz と 1MHz です。I2C
コン ト ローラーは、 クロック  スト レッチ機能をサポート し、遅
いデバイスがフロー制御を実行できるようにします。

I2C インターフェースの SCL と SDA 信号には、 外部プルアッ
プ抵抗が必要です。 プルアップ抵抗は VIO5 に接続する必要が
あります。 

I2S インターフェース

FX3 は I2S ポート を備えており、外部オーディオ コーデック  デ
バイスをサポート しています。 FX3 は、 ト ランスミ ッ タ となる
I2S のマスターとしてのみ機能します。I2S インターフェースは
4 つの信号 ( クロック  ライン (I2S_CLK)、シリアル データ  ライ
ン (I2S_SD)、 ワード  セレク ト  ライン (I2S_WS)、 マスター シ
ステム クロック  (I2S_MCLK)) から構成されています。FX3 は、
I2S_MCLK で出力と してシステム クロッ クを生成し、 または
I2S_MCLK で外部システム クロッ ク入力を受け付けることが
できます。

I2S インターフェースが対応するサンプリング周波数は 8kHz、
16kHz、 32kHz、 44.1kHz、 48kHz、 96kHz、 192kHz です。

ブート  オプシ ョ ン

FX3 は、 PMODE ピンの設定により選択される様々なソースか
らブート  イメージをロードできます。 FX3 のブート  オプシ ョ
ンは以下のとおりです。

■ USB からのブート

■ I2C からのブート

■ SPI からのブート  
❐ サポート されるサイプレス SPI フラ ッシュ  デバイスは

S25FS064S (64M ビッ ト )、S25FS128S (128M ビッ ト ) お
よび S25LFL064L (64M ビッ ト ) です。

❐ W25Q32FW (32M ビッ ト ) もサポート されます。

■ GPIF II の非同期 ADMux モードからのブート

■ GPIF II の同期 ADMux モードからのブート

■ GPIF II の非同期 SRAM モードからのブート

リセッ ト

ハード  リセッ ト

ハード  リセッ トは、 FX3 の Reset# ピンをアサートすることで
開始します。特定のリセッ ト  シーケンスとタイ ミング要件の詳
細は 43 ページの図 29 と 43 ページの表 23 を参照して く ださ
い。 ハード  リセッ ト中、 全ての I/O はト ライステートにされま
す。ただし、ハード  リセッ ト後にチップ搭載のブートローダは
制御権を持ち、選択されたブート  モードに応じて I/O 信号を設
定します。詳細は、「AN76405 - EZ-USB® FX3™ Boot Options」
を参照して ください。

ソフ ト  リセッ ト

ソフ ト  リセッ トには、 プロセッサが PP_INIT コン ト ロール レ
ジスタで適切なビッ ト を設定する必要があります。 ソフ ト  リ
セッ トには、 次の 2 種類があります。

■ CPU リセッ ト : CPUプログラム カウンターがリセッ ト されま
す。 CPU リセッ ト後に、 ファームウェアをリロードする必要
はありません。

■ デバイス全体のリセッ ト : このリセッ トはハード  リセッ ト と
同じです。

■ デバイス全体のリセッ ト後に、 ファームウェアをリロードす
る必要があります。

表 1.  UART インターフェース信号

信号 説明

TX 出力信号

RX 入力信号

CTS フロー制御

RTS フロー制御

表 2.  FX3 ブート  オプシ ョ ン

PMODE[2:0][1]
ブート元

F00 同期 ADMux (16 ビッ ト )

F01 非同期 ADMux (16 ビッ ト )

F11 USB ブート

F0F 非同期 SRAM (16 ビッ ト )

F1F I2C、 不具合時 USB ブートが有効

1FF I2C のみ

0F1 SPI、 不具合時 USB ブートが有効

注 ：

1. F はフローテ ィ ング状態を意味します。
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クロック

FX3 では、 XTALIN ピンと XTALOUT ピンの間に水晶を接続す
るか、 CLKIN ピンに外部クロッ クを接続できます。 XTALIN、
XTALOUT、 CLKIN、 および CLKIN_32 ピンを使用しない場合
は未接続のままにできます。

サポート される水晶の周波数は 19.2MHz であり、 サポート さ
れる外部クロック周波数は 19.2、26、38.4、および 52MHz です。

FX3 には、外付けの 19.2MHz (±100ppm) の水晶 ( 水晶オプシ ョ
ンを使用する場合 ) を使用する内蔵発振回路を備えています 。
水晶には適切な負荷容量を必要とします。 適切な負荷容量を判
定するために、使用する水晶発振子の仕様を参照して ください。
FSLC[2:0] ピンは、 水晶またはクロック周波数オプシ ョ ンを選
択するために適切に設定する必要があります。 コンフ ィギュ
レーシ ョ ン オプシ ョ ンを表 3 に示します。

FX3 へのクロック入力は、表 4 で指定されている位相ノイズと
ジッ タの要件を満たす必要があります。

入力クロック周波数は、FX3 コアおよびあらゆるデバイス イン
ターフェースのクロックとデータ  レート とは無関係です。内蔵
PLL は、 入力周波数に応じて適切なクロック逓倍オプシ ョ ンを
適用します。 

32kHz ウォッチド ッグ タイマー クロック入力

FX3S はウォッチド ッグ タイマーを内蔵しています。 ウォッチド ッグ タイマーを使用して、 ARM926EJ-S コアを割り込み、 スタ
ンバイ モード中の FX3S を自動的にウェイクアップし、ARM926EJ-S コアをリセッ トできます。ウォッチド ッグ タイマーは 32kHz
のクロックで動作し、 FX3 の専用ピンに接続する外部クロックも利用できます。

ファームウェアはウォッチド ッグ タイマーを無効にできます。 外部 32kHz クロック入力の要件を表 5 に示します。

表 3.  水晶／クロックの周波数選択

FSLC[2] FSLC[1] FSLC[0] 水晶／クロックの周波数
0 0 0 19.2MHz 水晶
1 0 0 19.2MHz 入力 CLK
1 0 1 26MHz 入力 CLK
1 1 0 38.4MHz 入力 CLK
1 1 1 52MHz 入力 CLK

表 4.  FX3 入力クロック仕様

パラメーター 説明
仕様

単位Min Max

位相ノイズ

100Hz オフセッ ト – -75

dB
1kHz オフセッ ト – -104

10kHz オフセッ ト – -120

100kHz オフセッ ト – -128

1MHz オフセッ ト – -130

最大周波数偏差 – – 150 ppm

デューティ比 – 30 70
%オーバーシュート – – 3

アンダーシュート – – -3

立ち上り時間／立ち下り時間 – – 3 ns

表 5.  32kHz クロック入力の要件

パラメーター Min Max 単位

デューティ比 40 60 %

周波数偏差 – ±200 ppm

立ち上り時間／立ち下り時間 – 200 ns
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電源

FX3 は次の電源ド メインがあります。

■ IO_VDDQ: デジタル I/O用の個別の電源ド メインのグループ。
これらの電源の電圧レベルは 1.8V ～ 3.3V です。 以下に示す
ように、 FX3 はデジタル I/O 用に 6 つの個別の電源ド メイン
を提供しています (各電源ド メイン信号の詳細は 15 ページの
表 7 を参照して ください )。
❐ VIO1: GPIF II の I/O
❐ VIO2: IO2
❐ VIO3: IO3 
❐ VIO4: UART ／ SPI ／ I2S
❐ VIO5: I2C と JTAG (1.2V ～ 3.3V に対応 )
❐ CVDDQ: クロックおよびリセッ ト I/O 用の電源です。CLKIN
信号の電圧レベルによって 1.8V または 3.3V です。

❐ VDD: これはロジック  コア用の電源です。 定格供給電圧は
1.2V であり、 コア ロジック回路に供給されます。同じ電源
を以下にも使用します。

• AVDD: これは PLL、水晶発振器およびその他のコア アナ
ログ回路用の 1.2V 電源です。

• U3TXVDDQ ／ U3RXVDDQ: USB 3.0 インターフェース
用の 1.2V 電源です。

■ VBATT ／ VBUS: USB I/O とアナログ回路用の 3.2V ～ 6V の
バッテリ電源です。これは FX3 の内蔵電圧レギュレータを介

して USB ト ランシーバに電源供給します。 VBATT は内部で
3.3V に調整されます。

注 : 

FX3 電源ド メ イン用の特定の電源投入シーケンスはありませ
ん。FX3 動作のために、1ms の最小パワーオン リセッ ト時間を
満たし、 パワー ド メインは安定する必要があります。

消費電力モード

FX3 は以下の消費電力モードに対応しています。

■ 通常モード : これは機能が全て動作するモードです。このモー
ドでは、 内部 CPU クロックと内部 PLL が有効です。

❐ 通常の動作消費電力は、Max ICC コアと Max ICC USBの合計
を超えません ( 消費電流の仕様は 19 ページの表 8 を参照し
て ください )。

❐ 対応するインターフェースを使用しないとき、 I/O 電源
VIO2、 VIO3、 VIO4、および VIO5 はオフにすることができ
ます。アプリケーシ ョ ンで GPIF II インターフェースを使用
している場合は、 VIO1 をオフにすることはできません。

■ 低消費電力モード  ( 表 6 を参照して ください )。
❐ USB 3.0 PHY を有効にしたサスペンド  モード  (L1)
❐ USB 3.0 PHY を無効にしたサスペンド  モード  (L2)
❐ スタンバイ  モード  (L3)
❐ コア 電源切断モード  (L4)

表 6.  低消費電力モードの開始および終了方法

低消費電力モード 特性 遷移方法 終了方法

USB 3.0 PHY を
有効にしたサスペ
ンド  モード  (L1)

■ このモードの消費電力は ISB1 を超えませ
ん。

■ USB 3.0 PHY が有効で、 U3 モードになり
ます (USB 3.0 仕様で定義されたサスペン
ド  モードの 1 つ )。その他すべてのクロッ
クはシャッ トダウンしても、このブロック
はそれ自身の内部クロ ッ クで動作できま
す。

■ すべての I/O は前の状態を維持します。

■ ウェイクアップ ソースへの電源とコア電
源を保持する必要があります。その他すべ
てのパワー ド メ インは個別にオン／オフ
にすることができます。

■ コンフ ィギュレーシ ョ ン レジスタ、 バッ
ファ  メモリおよびすべての内部RAMの状
態が保持されます。

■ FX3 がサスペンド  モードに入る前に、すべ
てのト ランザクシ ョ ンを完了する必要が
あります。 ( 未完了ト ランザクシ ョ ンの状
態は保持されない )

■ プログラム カウンターがリセッ ト しない
ため、ファームウェアは一時停止した時点
から動作を再開します。(RESET#のアサー
トによって復帰した場合を除く )

■ ARM926EJ-S コアで実行されるファー
ムウェアはFX3をサスペンド  モードに
することができます。 例えば、 USB サ
スペン ド状態で、 フ ァームウ ェ アは
FX3 をサスペンド状態にする場合があ
ります。 

■ 外部プロセッサは、 メールボックス レ
ジスタを使用して FX3 をサスペンド
モードに移行させます。

■ D+ の LOW または
HIGH への遷移

■ D- の LOW または
HIGH への遷移

■ OTG_ID ピンでのイ
ンピーダンス変化

■ SSRX± での再開条件

■ VBUS の検知

■ UART_CTS でのレベ
ル検知 (プログラマブ
ル極性 )

■ GPIF II インター
フェース CTL[0] の
アサート

■ RESET# のアサート
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USB 3.0 PHY が無
効 な サ ス ペ ン ド
モード  (L2)

■ このモードの消費電力は ISB2 を超えませ
ん。 

■ USB 3.0 PHY は無効で、 USB インター
フェースはサスペンド  モードです。

■ クロックはシャッ トオフされます。PLL は
無効です。

■ すべての I/O は前の状態を維持します。

■ USB インターフェースは前の状態を維持
します。

■ ウェイクアップ ソースへの電源とコア電
源を保持する必要があります。その他すべ
てのパワー ド メ インは個別にオン／オフ
にすることができます。

■ コンフ ィギュレーシ ョ ン レジスタ、 バッ
ファ  メモリおよびすべての内部RAMの状
態が保持されます。

■ FX3 がサスペンド  モードに入る前に、すべ
てのト ランザクシ ョ ンを完了する必要が
あります。 ( 未完了ト ランザクシ ョ ンの状
態は保持されない )

■ プログラム カウンターがリセッ ト しない
ため、ファームウェアは一時停止した時点
から動作を再開します。(RESET#のアサー
トによって復帰した場合を除く )

■ ARM926EJ-S コアで実行されるファー
ムウェアはFX3をサスペンド  モードに
することができます。 例えば、 USB サ
スペン ド状態で、 フ ァームウ ェ アは
FX3 をサスペンド状態にする場合があ
ります。 

■ 外部プロセッサは、 メールボックス レ
ジスタを使用して FX3 をサスペンド
モードにすることができます。

■ D+ の LOW または
HIGH への遷移

■ D- の LOW または
HIGH への遷移

■ OTG_ID ピンでのイ
ンピーダンス変化

■ VBUS の検知 

■ UART_CTS でのレベ
ル検知 (プログラマブ
ル極性 )

■ GPIF II インター
フェース CTL[0] の
アサート

■ RESET# のアサート

スタンバイ  モード
(L3)

■ このモードの消費電力は ISB3 を超えませ
ん。

■ すべてのコンフ ィギュレーシ ョ ン レジス
タ設定およびプログラム／データ RAM の
内容は保持されます。ただし、バッファ内
またはデータ  パスの他の部分にあるデー
タについては、 保証されません。 このた
め、 外部プロセッサは FX3 をスタンバイ
モードにする前に、必要なデータを読み込
む必要があります。

■ プログラムカウンターは、スタンバイ  モー
ドから復帰した後にリセッ ト されます。

■ GPIO ピンはそのコンフ ィギュレーシ ョ ン
を保持します。

■ 水晶発振器はオフになります

■ 内部 PLL はオフになります。

■ USB ト ランシーバはオフになります。

■ ARM926EJ-S コアは電源オフになります。
復帰時に、 コアは再起動し、 プログラム／
データ RAM に保存されたプログラムを実
行します。

■ ウェイクアップ ソースへの電源とコア電
源を保持する必要があります。その他すべ
てのパワー ド メ インは個別にオン／オフ
にすることができます。

■ ARM926EJ-S コアまたは外部プロセッ
サで実行されるファームウェアは適切
なレジスタを設定します。

■ VBUS の検知

■ UART_CTS でのレベ
ル検知 (プログラマブ
ル極性 )

■ GPIF II インター
フェース CTL[0] のア
サート

■ RESET# のアサート

表 6.  低消費電力モードの開始および終了方法 ( 続き )

低消費電力モード 特性 遷移方法 終了方法
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注 : 消費電力はアプリケーシ ョ ンで FX3 の IO がどのように利用されるかによって異なります。異なる電源ド メイン (VIO1 ～ VIO5)
ごとの消費電流を見積もるために、 KBA85505 を参照して ください。

デジタル I/O

FX3 では、 すべてのデジタル I/O ピンにはファームウェアで制
御される内部プルアップまたはプルダウン抵抗が接続されてい
ます。 ピンがフローテ ィングにならないように、 内部 50k 抵
抗で HIGH にプルし、 内部 10k 抵抗で LOW にプルします。
I/O ピンは以下の状態になる可能性があります。

■ ト ライステート  (HIGH-Z)

■ 弱プルアップ ( 内部 50k)

■ プルダウン ( 内部 10k) 

■ 低消費電力モードのとき、 ホールド  (I/O はその値を保持 )

■ JTAG TDI、TMSおよびTRST#信号には固定の50k内部プル
アップ抵抗、 TCK 信号には固定の 10k プルダウン抵抗が
接続されています。

内部プルアップ抵抗を使用して、 全ての未使用 I/O を HIGH に
プルアップする必要があります。 全ての未使用出力はフロー
ティ ングにします。 全ての I/O は、 フル、 3/4、 1/2、 1/4 の能力
で駆動できます。 これら駆動強度はインターフェースごとに設
定します。 

GPIO

EZ-USB では、GPIF II とシリアル ペリフェラル インターフェー
スの両方で柔軟なピン コンフ ィギュレーシ ョ ンが可能です。
GPIF II インターフェースでの未使用の制御ピン (CTL[15] を除
く ) は GPIO と して使用できます。 同様に、 シリアル ペリフェ
ラル インターフェースでの使用しないピンはGPIO と して構成
できます。ピンのコンフ ィギュレーシ ョ ン オプシ ョ ンはピン配
置を参照して ください。

すべてのGPIF II と GPIO ピンは最大 16pF の外部負荷に対応で
きます。

EMI
FX3 は、 FCC 15B ( 米国 ) および EN55022 ( ヨーロッパ ) で概
要を規定している民生用電子機器向けのEMI要件を満たしてい
ます。FX3 はこれらの規格に記述されているレベルの EMI への
耐性があり、 正常に機能し続けます。 

システム レベルの ESD

FX3 は、USB インターフェース上の D+、D-、GND ピンに ESD
保護を組み込んでいます。これらのポートに提供される ESD 保
護レベルは次のとおりです。

■ JESD22-A114 仕様に基づいた ±2.2kV 人体モデル (HBM)

■ IEC61000-4-2レベル3Aに基づいた±6kV接触放電および±8kV
エア ギャップ放電

■ IEC61000-4-2 レベル 4C に基づいた ±8kV 接触放電および
±15kV エア ギャップ放電 

この保護により、本節で述べられているレベルに達した ESD イ
ベン トが発生した後にもデバイスが継続して機能することを保
証しています。

SSRX+、SSRX-、SSTX+、SSTX- ピンは、最大 ±2.2kV の HBM
内部 ESD 保護を備えています。 

コア電源切断モー
ド  (L4)

■ このモードの消費電力は ISB4 を超えませ
ん。

■ コア電源はオフになります。

■ すべてのバッファ  メモリ、 コンフ ィギュ
レーシ ョ ン レジス タおよびプログラム
RAM は状態を保持しません。 このモード
を終了した後、ファームウェアをリロード
します。

■ このモードでは、その他すべてのパワー ド
メ インは個別にオン／オフにするこ とが
できます。

■ VDD をオフにします。
■ VDD を再供給

■ RESET# のアサート

表 6.  低消費電力モードの開始および終了方法 ( 続き )

低消費電力モード 特性 遷移方法 終了方法

https://community.cypress.com/docs/DOC-9406
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ピン配置

図 6.  FX3 121 ボール BGA ボール配置 ( 上面図 )

図 7.  FX3 Hi-Speed 121 ボール BGA ボール配置 ( 上面図 )

注 : FX3 Hi-Speed 製品では、 A2 と C3 を接続する必要はありません。 

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11

A U3VSSQ U3RXVDDQ SSRXM SSRXP SSTXP SSTXM AVDD VSS DP DM NC

B VIO4 FSLC[0] R_USB3 FSLC[1] U3TXVDDQ CVDDQ AVSS VSS VSS VDD TRST#

C GPIO[54] GPIO[55] VDD GPIO[57] RESET# XTALIN XTALOUT R_USB2 OTG_ID TDO VIO5

D GPIO[50] GPIO[51] GPIO[52] GPIO[53] GPIO[56] CLKIN_32 CLKIN VSS I2C_GPIO[58] I2C_GPIO[59] NC

E GPIO[47] VSS VIO3 GPIO[49] GPIO[48] FSLC[2] TDI TMS VDD VBATT VBUS

F VIO2 GPIO[45] GPIO[44] GPIO[41] GPIO[46] TCK GPIO[2] GPIO[5] GPIO[1] GPIO[0] VDD

G VSS GPIO[42] GPIO[43] GPIO[30] GPIO[25] GPIO[22] GPIO[21] GPIO[15] GPIO[4] GPIO[3] VSS

H VDD GPIO[39] GPIO[40] GPIO[31] GPIO[29] GPIO[26] GPIO[20] GPIO[24] GPIO[7] GPIO[6] VIO1

J GPIO[38] GPIO[36] GPIO[37] GPIO[34] GPIO[28] GPIO[16] GPIO[19] GPIO[14] GPIO[9] GPIO[8] VDD

K GPIO[35] GPIO[33] VSS VSS GPIO[27] GPIO[23] GPIO[18] GPIO[17] GPIO[13] GPIO[12] GPIO[10]

L VSS VSS VSS GPIO[32] VDD VSS VDD INT# VIO1 GPIO[11] VSS

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11

A VSS VDD NC NC NC NC AVDD VSS DP DM NC

B VIO4 FSLC[0] NC FSLC[1] VDD CVDDQ AVSS VSS VSS VDD TRST#

C GPIO[54] GPIO[55] VDD GPIO[57] RESET# XTALIN XTALOUT R_USB2 OTG_ID TDO VIO5

D GPIO[50] GPIO[51] GPIO[52] GPIO[53] GPIO[56] CLKIN_32 CLKIN VSS I2C_GPIO[58] I2C_GPIO[59] NC

E GPIO[47] VSS VIO3 GPIO[49] GPIO[48] FSLC[2] TDI TMS VDD VBATT VBUS

F VIO2 GPIO[45] GPIO[44] GPIO[41] GPIO[46] TCK GPIO[2] GPIO[5] GPIO[1] GPIO[0] VDD

G VSS GPIO[42] GPIO[43] GPIO[30] GPIO[25] GPIO[22] GPIO[21] GPIO[15] GPIO[4] GPIO[3] VSS

H VDD GPIO[39] GPIO[40] GPIO[31] GPIO[29] GPIO[26] GPIO[20] GPIO[24] GPIO[7] GPIO[6] VIO1

J GPIO[38] GPIO[36] GPIO[37] GPIO[34] GPIO[28] GPIO[16] GPIO[19] GPIO[14] GPIO[9] GPIO[8] VDD

K GPIO[35] GPIO[33] VSS VSS GPIO[27] GPIO[23] GPIO[18] GPIO[17] GPIO[13] GPIO[12] GPIO[10]

L VSS VSS VSS GPIO[32] VDD VSS VDD INT# VIO1 GPIO[11] VSS
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ピン説明

表 7.  CYUSB3012 および CYUSB3014 のピン一覧 

BGA 電源ド メイン I/O 名称 説明

GPIF II インターフェース スレーブ FIFO インターフェース [2]

F10 VIO1 I/O GPIO[0] DQ[0] DQ[0]

F9 VIO1 I/O GPIO[1] DQ[1] DQ[1]

F7 VIO1 I/O GPIO[2] DQ[2] DQ[2]

G10 VIO1 I/O GPIO[3] DQ[3] DQ[3]

G9 VIO1 I/O GPIO[4] DQ[4] DQ[4]

F8 VIO1 I/O GPIO[5] DQ[5] DQ[5]

H10 VIO1 I/O GPIO[6] DQ[6] DQ[6]

H9 VIO1 I/O GPIO[7] DQ[7] DQ[7]

J10 VIO1 I/O GPIO[8] DQ[8] ／ A0[3] DQ[8] ／ A0[3]

J9 VIO1 I/O GPIO[9] DQ[9] ／ A1 [3] DQ[9] ／ A1 [3]

K11 VIO1 I/O GPIO[10] DQ[10] DQ[10]

L10 VIO1 I/O GPIO[11] DQ[11] DQ[11]

K10 VIO1 I/O GPIO[12] DQ[12] DQ[12]

K9 VIO1 I/O GPIO[13] DQ[13] DQ[13]

J8 VIO1 I/O GPIO[14] DQ[14] [4] DQ[14] [4]

G8 VIO1 I/O GPIO[15] DQ[15] [4] DQ[15] [4]

J6 VIO1 I/O GPIO[16] PCLK CLK

K8 VIO1 I/O GPIO[17] CTL[0] SLCS#

K7 VIO1 I/O GPIO[18] CTL[1] SLWR#

J7 VIO1 I/O GPIO[19] CTL[2] SLOE#

H7 VIO1 I/O GPIO[20] CTL[3] SLRD#

G7 VIO1 I/O GPIO[21] CTL[4] FLAGA

G6 VIO1 I/O GPIO[22] CTL[5] FLAGB

K6 VIO1 I/O GPIO[23] CTL[6] GPIO

H8 VIO1 I/O GPIO[24] CTL[7] PKTEND#

G5 VIO1 I/O GPIO[25] CTL[8] GPIO

H6 VIO1 I/O GPIO[26] CTL[9] GPIO

K5 VIO1 I/O GPIO[27] CTL[10] GPIO

J5 VIO1 I/O GPIO[28] CTL[11] A1

H5 VIO1 I/O GPIO[29] CTL[12] A0

G4 VIO1 I/O GPIO[30] PMODE[0] PMODE[0]

H4 VIO1 I/O GPIO[31] PMODE[1] PMODE[1]

L4 VIO1 I/O GPIO[32] PMODE[2] PMODE[2]

L8 VIO1 I/O INT# INT# ／ CTL[15] CTL[15]

注 ：
2. スレーブ FIFO は GPIF II インターフェースのコンフ ィギュレーシ ョ ンの一例です。 スレーブ FIFO 制御信号の割当ては GPIF-II Designer ツールで変更できます。
3. 8 ビッ ト  データ  バス コンフ ィギュレーシ ョ ンでは、 GPIO[8] と GPIO[9] はアドレス ラインとして機能します。
4. GPIF II はシリアル インターフェースとして設定することもできます。 このモードでは、 DQ[15] ピンはシリアル出力になり、 DQ[14] ピンはシリアル入力になります。
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32 ビッ ト  
データ  バス

16 ビッ ト  デー
タ  バス + UART 

+ SPI + I2S

16 ビッ ト  
データ  バス + 
UART + GPIO

16 ビッ ト  
データ  バス + 
SPI + GPIO

16 ビッ ト  
データ  バス + 
I2S + GPIO

GPIO
のみ

K2 VIO2 I/O GPIO[33] DQ[16] GPIO GPIO GPIO GPIO GPIO

J4 VIO2 I/O GPIO[34] DQ[17] GPIO GPIO GPIO GPIO GPIO

K1 VIO2 I/O GPIO[35] DQ[18] GPIO GPIO GPIO GPIO GPIO

J2 VIO2 I/O GPIO[36] DQ[19] GPIO GPIO GPIO GPIO GPIO

J3 VIO2 I/O GPIO[37] DQ[20] GPIO GPIO GPIO GPIO GPIO

J1 VIO2 I/O GPIO[38] DQ[21] GPIO GPIO GPIO GPIO GPIO

H2 VIO2 I/O GPIO[39] DQ[22] GPIO GPIO GPIO GPIO GPIO

H3 VIO2 I/O GPIO[40] DQ[23] GPIO GPIO GPIO GPIO GPIO

F4 VIO2 I/O GPIO[41] ／ A0 [5] DQ[24] GPIO GPIO GPIO GPIO GPIO

G2 VIO2 I/O GPIO[42] ／ A1 [5] DQ[25] GPIO GPIO GPIO GPIO GPIO

G3 VIO2 I/O GPIO[43] DQ[26] GPIO GPIO GPIO GPIO GPIO

F3 VIO2 I/O GPIO[44] DQ[27] GPIO GPIO GPIO GPIO GPIO

F2 VIO2 I/O GPIO[45] GPIO GPIO GPIO GPIO GPIO GPIO

F5 VIO3 I/O GPIO[46] DQ[28] UART_RT  S GPIO GPIO GPIO GPIO

E1 VIO3 I/O GPIO[47] DQ[29] UART_CT  S GPIO GPIO GPIO GPIO

E5 VIO3 I/O GPIO[48] DQ[30] UART_TX GPIO GPIO GPIO GPIO

E4 VIO3 I/O GPIO[49] DQ[31] UART_R X GPIO GPIO GPIO GPIO

D1 VIO3 I/O GPIO[50] I2S_CLK I2S_CLK GPIO GPIO GPIO GPIO

D2 VIO3 I/O GPIO[51] I2S_SD I2S_SD GPIO GPIO GPIO GPIO

D3 VIO3 I/O GPIO[52] I2S_WS I2S_WS GPIO GPIO GPIO GPIO

D4 VIO4 I/O GPIO[53] UART_RTS SPI_SCK UART_RTS SPI_SCK GPIO GPIO

C1 VIO4 I/O GPIO[54] UART_CTS SPI_SSN UART_CTS SPI_SSN I2S_CLK GPIO

C2 VIO4 I/O GPIO[55] UART_TX SPI_MIS  O UART_TX SPI_MISO I2S_SD GPIO

D5 VIO4 I/O GPIO[56] UART_RX SPI_MOS  I UART_RX SPI_MOSI I2S_WS GPIO

C4 VIO4 I/O GPIO[57] I2S_MCLK I2S_MCL K GPIO GPIO I2S_MCLK GPIO

USB ポート  

CYUSB301X CYUSB201X

A3 U3RXVDDQ I SSRXM SSRX- NC

A4 U3RXVDDQ I SSRXP SSRX+ NC

A6 U3TXVDDQ O SSTXM SSTX- NC

A5 U3TXVDDQ O SSTXP SSTX- NC

B3 U3TXVDDQ I/O R_usb3
USB 3.0 用の高精度抵抗 
( このピンと GND 間に

±1% の 200抵抗を接続 )
NC

C9 VBUS ／ VBATT I OTG_ID OTG_ID

A9 VBUS ／ VBATT I/O DP D+

A10 VBUS ／ VBATT I/O DM D-

C8 VBUS ／ VBATT I/O R_usb2 USB 2.0 用の高精度抵抗 
( このピンと GND 間に ±1% の 6.04k抵抗を接続 )

表 7.  CYUSB3012 および CYUSB3014 のピン一覧 ( 続き )

BGA 電源ド メイン I/O 名称 説明

注 ：

5. 24 ビッ ト  データ  バス コンフ ィギュレーシ ョ ンでは、 GPIO[41] と GPIO[42] はアドレス ラインと して機能します。
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クロックと リセッ ト

B2 CVDDQ I FSLC[0] FSLC[0]

C6 AVDD I/O XTALIN XTALIN

C7 AVDD I/O XTALOUT XTALOUT

B4 CVDDQ I FSLC[1] FSLC[1]

E6 CVDDQ I FSLC[2] FSLC[2]

D7 CVDDQ I CLKIN CLKIN

D6 CVDDQ I CLKIN_32 CLKIN_32

C5 CVDDQ I RESET# RESET#

I2C および JTAG

D9 VIO5 I/O I2C_GPIO[58] I2C_SCL

D10 VIO5 I/O I2C_GPIO[59] I2C_SDA

E7 VIO5 I TDI TDI

C10 VIO5 O TDO TDO

B11 VIO5 I TRST# TRST#

E8 VIO5 I TMS TMS

F6 VIO5 I TCK TCK

D11 VIO5 O O[60] GPIO

電源

E10 PWR VBATT

B10 PWR VDD

PWR VDD

A1 PWR U3VSSQ

E11 PWR VBUS

D8 PWR VSS

H11 PWR VIO1

E2 PWR VSS

L9 PWR VIO1

G1 PWR VSS

PWR VIO1

PWR VSS

F1 PWR VIO2

G11 PWR VSS

PWR VIO2

E3 PWR VIO3

L1 PWR VSS

B1 PWR VIO4

L6 PWR VSS

PWR VSS

B6 PWR CVDDQ

B5 PWR U3RXVDDQ

A2 PWR U3RXVDDQ

C11 PWR VIO5

表 7.  CYUSB3012 および CYUSB3014 のピン一覧 ( 続き )

BGA 電源ド メイン I/O 名称 説明
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L11 PWR VSS

A7 PWR AVDD

B7 PWR AVSS

C3 PWR VDD

B8 PWR VSS

E9 PWR VDD

B9 PWR VSS

F11 PWR VDD

PWR VSS GND

PWR VDD

PWR VSS GND

PWR VSS GND

H1 PWR VDD

L7 PWR VDD

J11 PWR VDD

L5 PWR VDD

K4 PWR VSS

L3 PWR VSS

K3 PWR VSS

L2 PWR VSS

A8 PWR VSS

NC 未接続

A11 NC 未接続

表 7.  CYUSB3012 および CYUSB3014 のピン一覧 ( 続き )

BGA 電源ド メイン I/O 名称 説明
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電気的仕様

絶対最大定格

最大定格を超えると、 デバイスの寿命が短く なる可能性があり
ます。

保存温度 ......................................................... -65°C ～ +150°C

通電時の周囲温度 ( 産業用 ) ............................. -40°C ～ +85°C

通電時の周囲温度 ( 民生用 ) .................................0°C ～ +70°C

グランド電位に対する電源電圧 
VDD、 AVDDQ ....................................................................  1.25V

VIO1、 VIO2、 VIO3、 VIO4、 VIO5 ....................................... ...3.6V

U3TXVDDQ、 U3RXVDDQ .............................................. .....1.25V

任意の入力ピンへの DC 入力電圧.............................. VCC+0.3V

HIGH-Z 状態の出力に印加される DC 電圧 ............... VCC+0.3V

(VCC は対応する I/O の電圧 )

静電放電電圧 ESD 保護レベル :

■ JESD22-A114 に基づいた ±2.2kV HBM

■ D+、 D-、 GND ピンおよびシリアル ペリフェラル ピンで追加
される ESD 保護レベル

■ IEC61000-4-2レベル3Aによる±6kV接触放電および±8kVエア
ギャップ放電、 IEC61000-4-2 レベル 4C に基づいた ±8kV 接
触放電および ±15kV エア ギャップ放電

ラッチアップ電流 .........................................................>200mA

すべての I/O の最大出力短絡電流 ( 累積 ) .....................-100mA

I/O ごとの最大出力電流 ( ソースまたはシンク ) ..............20mA

動作条件

TA ( バイアス印加時の周囲温度 )

産業用 ............................................................... -40°C ～ +85°C

民生用 ...................................................................0°C～+70°C 

VDD、 AVDDQ、 U3TXVDDQ、 U3RXVDDQ 

電源電圧 ............................................................ 1.15V ～ 1.25V

VBATT 電源電圧 ............................................. ............3.2V ～ 6V

VIO1、 VIO2、 VIO3、 VIO4、 CVDDQ 

供給電圧 ................................................................ 1.7V ～ 3.6V

VIO5 供給電圧 ......................................... ............ 1.15V ～ 3.6V

DC 仕様

表 8.  DC 仕様

パラメーター 説明 Min Max 単位 注 :

VDD コア電源電圧 1.15 1.25 V Typ 1.2V

AVDD アナログ電源電圧 1.15 1.25 V Typ 1.2V

VIO1 GPIF II I/O 電源電圧ド メイン 1.7 3.6 V Typ 1.8、 2.5、 3.3V

VIO2 IO2 電源電圧ド メイン 1.7 3.6 V Typ 1.8、 2.5、 3.3V

VIO3 IO3 電源電圧ド メイン 1.7 3.6 V Typ 1.8、 2.5、 3.3V

VIO4
UART ／ SPI ／ I2S 電源電圧
ド メイン

1.7 3.6 V Typ 1.8、 2.5、 3.3V

VBATT USB 電源電圧 3.2 6 V Typ 3.7V

VBUS USB 電源電圧 4.0 6 V Typ 5V

U3TXVDDQ USB 3.0 1.2V 電源 1.15 1.25 V
Typ 1.2V この電源電圧には、 22F のバイパス
コンデンサが必要です。
CYUSB201X に適用されません。

U3RXVDDQ USB 3.0 1.2V 電源 1.15 1.25 V
Typ 1.2V この電源電圧には、 22F のバイパス
コンデンサが必要です。
CYUSB201X に適用されません。

CVDDQ クロック電源電圧 1.7 3.6 V Typ 1.8、 3.3V

VIO5 I2C および JTAG 電源電圧 1.15 3.6 V Typ 1.2、 1.8、 2.5、 3.3V

VIH1 入力 HIGH 電圧 1 0.625×VCC VCC+0.3 V 2.0VVCC3.6V 時 (USB ポート を除く )。
VCC は対応する I/O の電源電圧です。

VIH2 入力 HIGH 電圧 2 VCC-0.4 VCC+0.3 V
1.7VVCC2.0V 時 
(USB ポート を除く )。 VCC は対応する I/O の
電源電圧です。

VIL 入力 LOW 電圧 -0.3 0.25×VCC V VCC は対応する I/O の電源電圧です。
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VOH 出力 HIGH 電圧 0.9×VCC – V

IOH (max) =-100A。 1/4 の駆動強度でテスト
します。 VCC は対応する I/O の電源電圧です。
さまざまな駆動強度と VCC で測定される IOH の
値は、 21 ページの表 9 を参照して ください。

VOL 出力 LOW 電圧 – 0.1×VCC V

IOL (min) =+100A。 1/4 の駆動強度でテスト
します。 VCC は対応する I/O の電源電圧です。
さまざまな駆動強度と VCC で測定される IOL の
値は 21 ページの表 9 を参照して ください。

IIX
SSTXP ／ SSXM ／ SSRXP ／
SSRXM を除くすべてのピンの
入力漏れ電流。

-1 1 A
すべての I/O 信号は VDDQ に保持されます。
( プルアップ／プルダウン抵抗を接続した I/O の
漏れ電流は VDDQ/Rpu または VDDQ/RPD 分増加 )

IOZ

SSTXP ／ SSXM ／ SSRXP ／
SSRXM を除くすべてのピンの
出力 HIGH-Z 漏れ電流

-1 1 A すべての I/O 信号は VDDQ に保持されます。

ICC コア
コアおよびアナログ電圧動作
電流 

– 200 mA AVDD、 VDD に流れる合計電流

ICC USB[6] USB 電源の動作電流 – 60[6] mA –

ISB1

USB 3.0 PHY を有効にしたサス
ペンド  モード  (L1) 中の合計サス
ペンド電流

– – mA

コア電流 : 1.5mA
I/O 電流 : 20A
USB 電流 : 2mA
標準 PVT の場合 ( 標準シリコン チップ、全電源
は 25°C での公称レベル )

ISB2

USB 3.0 PHY を無効にしたサス
ペンド  モード  (L2) 中の合計サス
ペンド電流

– – mA

コア電流 : 250A
I/O 電流 : 20A
USB 電流 : 1.2mA
標準 PVT の場合 ( 標準シリコン チップ、全電源
は 25°C での公称レベル )

ISB3
スタンバイ  モード  (L3) 中の合計
スタンバイ電流

– – A

コア電流 : 60A
I/O 電流 : 20A
USB 電流 : 40A
標準 PVT の場合 ( 標準シリコン チップ、全電源
は 25°C での公称レベル )

ISB4
コア電源切断モード  (L4) 中の合
計スタンバイ電流

– – A

コア電流 : 0A
I/O 電流 : 20A
USB 電流 : 40A
標準 PVT の場合 ( 標準シリコン チップ、全電源
は 25°C での公称レベル )

VRAMP コアおよび I/O電源の電圧上昇率 0.2 50 V/ms 電圧の立ち上りは単調でなければいけません。

VN
VDDおよび I/O電源に許容される
ノイズ レベル

– 100 mV AVDD を除 く すべての電源に許容される最大の
ピークツーピーク  ノ イズ レベル

VN_AVDD
AVDD 電源に許容されるノイズ
レベル

– 20 mV AVDD に許容される最大のピークツーピーク
ノイズ レベル

表 8.  DC 仕様 ( 続き )

パラメーター 説明 Min Max 単位 注 :

注 ：

6. CYUSB2014 では、 ICC USB は通常 22mA ～ 23mA です。
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熱特性

AC タイ ミング パラメーター

GPIF II ラインの 100MHz での AC 特性

GPIF II PCLK ジッ タ特性

表 9.  異なる駆動強度と VDDIO 値に対応する IOH/IOL 値

VDDIO (V) VOH (V) VOL (V) 駆動強度 IOH max (mA) IOL min (mA)

1.7 1.53 0.17

1/4 1.02 2.21

1/2 1.51 3.28

3/4 1.83 3.85

フル 2.28 4.73

2.5 2.25 0.25

1/4 5.03 3.96

1/2 7.38 5.84

3/4 8.89 6.89

フル 11.07 8.61

3.6 3.24 0.36

1/4 7.80 5.74

1/2 11.36 8.64

3/4 13.64 10.15

フル 16.92 12.67

表 10.  熱特性

パラメーター 説明 値 単位

TJ MAX 最大接合部温度 125 C

JA 熱抵抗 ( 接合部から周囲 ) 34.66 C/W

JB 熱抵抗 ( 接合部からボード ) 27.03 C/W

JC 熱抵抗 ( 接合部からケース ) 13.57 C/W

表 11.  GPIF II ラインの 100MHz での AC 特性

記号 パラメーター Min Typ Max 単位

Tr 立ち上り時間 – – 2.5 ns

Tf 立ち下り時間 – – 2.5 ns

Tov オーバーシュート – – 3 %

Tun アンダーシュート – – 3 %

表 12.  GPIF II PCLK ジッ タ特性

クロック周波数 (MHz) 周期ジッ タ  (ps) C-C Min (ps) C-C Max (ps)

10.08 354.44 -187.92 204.55

25.2 205.97 -153.54 126.53

50.4 144.62 -100.16 85.769

100.8 171.43 -155.13 157.14

注 : クロック  ジッ タは内部で生成された PCLK を使って測定され、 すなわち、 PCLK は GPIF からの出力として設定されま
す。 データは 10,000 クロック  サイクルにわたって測定されます。
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GPIF II タイ ミング

図 8.  同期モードでの GPIF II タイ ミング
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表 13.  同期モードでの GPIF II タイ ミング パラメーター [7]

パラメーター 説明 Min Max 単位

周波数 インターフェース クロック周波数 – 100 MHz

tCLK インターフェース クロック周期 10 – ns

tCLKH クロック HIGH 時間 4 – ns

tCLKL クロック LOW 時間 4 – ns

tS CTL 入力からクロック  セッ トアップまでの時間 2 – ns

tH CTL 入力からクロック  ホールドまでの時間 0.5 – ns

tDS データ入力からクロック  セッ トアップまでの時間 2 – ns

tDH データ入力からクロック  ホールドまでの時間 0.5 – ns

tCO DQ バスがすでに出力方向にあるときのクロックからデータ出力までの
伝播遅延 

– 7 ns

tCOE DQ ラインがト ライステートから出力に変化し、 DQ バスで有効なデータが
利用可能になるときの、 クロックからデータ出力までの伝播遅延時間 

– 9 ns

tCTLO クロックから CTLX 出力までの伝播遅延 – 8 ns

tDOH クロックからデータ出力のホールド時間 2 – ns

tCOH クロックから CTL 出力のホールド時間 0 – ns

tHZ クロックから HIGH-Z までの時間 – 8 ns

tLZ クロックから LOW-Z までの時間 0 – ns

注 ：

7. すべてのパラ メーターは設計で保証されており、 特性評価によって検証済みです。
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図 9.  非同期モードでの GPIF II タイ ミング

図 10.  非同期 DDR モードでの GPIF II タイ ミング
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表 14.  非同期モードでの GPIF II タイ ミング [8、 9]

注 以下のパラメーターは 1 つの状態遷移を想定しています。

パラ メーター 説明 Min Max 単位

tDS データ入力から DLE セッ トアップまでの時間 DDR 非同期モードでも有
効です。

2.3 – ns

tDH データ入力から DLE ホールドまでの時間 DDR 非同期モードでも有効で
す。

2 – ns

tAS アドレス入力から ALE セッ トアップまでの時間 2.3 – ns

tAH アドレス入力から ALE ホールドまでの時間 2 – ns

tCTLassert DQ入力アソシエーシ ョ ンなしのCTRL入力および出力のCTL I/O アサー
ト幅

7 – ns

tCTLdeassert DQ 入力アソシエーシ ョ ンなしの CTRL 入力および出力の CTL I/O デア
サート幅

7 – ns

tCTLassert_DQassert アサート  エッジで有効な DQ 入力を示すが、 それらの DQ 入力に組み込
みラッチ (ALE／DLE) を使用しない CTL入力のCTL アサート  パルス幅。

20 – ns

tCTLdeassert_DQassert アサート  エッジで有効な DQ 入力を示すが、 それらの DQ 入力に組み込
みラッチ (ALE／DLE) を使用しないCTL入力のCTLデアサート  パルス幅。

7 – ns

tCTLassert_DQdeassert デアサート  エッジで有効な DQ 入力を示すが、 これらの DQ 入力に組み
込みラッチ (ALE／DLE) を使用しないCTL入力のCTLアサートパルス幅。

7 – ns

tCTLdeassert_DQdeassert
デアサート  エッジで有効な DQ 入力を示すが、 これらの DQ 入力に組み
込みラッチ (ALE ／ DLE) を使用しない CTL 入力の CTL デアサート  パル
ス幅。

20 – ns

tCTLassert_DQlatch
組み込みラッチ (ALE ／ DLE) を使用して DQ 入力をラッチする CTL 入
力の CTL アサート  パルス幅。 この非 DDR の場合では、 固有ラッチは必
ずデアサートのエッジで閉じます。

7 – ns

tCTLdeassert_DQlatch
組み込みラッチ (ALE ／ DLE) を使用して DQ 入力をラッチする CTL 入
力の CTL デアサート  パルス幅。 この非 DDR の場合では、 固有ラッチは
必ずデアサートのエッジで閉じます。

10 – ns

tCTLassert_DQlatchDDR ビルト イン ラッチ (DLE) を使用して DDR モードで DQ 入力をラッチす
る CTL 入力の CTL アサート  パルス幅。

10 – ns

tCTLdeassert_DQlatchDDR 組み込みラッチ (DLE) を使用して DDR モードで DQ 入力をラッチする
CTL 入力の CTL デアサート  パルス幅。

10 – ns

tAA
DQ 変更または CTL 変更を検出する必要があり、 入力および出力の DQ
ラインの内部更新に影響するときの、 DQ ／ CTL 入力から DQ 出力への
時間。

– 30 ns

tDO CTL 変更により、 データがすでに確立した出力フロップ更新を有効にな
るだけの場合の、 CTL からデータ出力まで。

– 25 ns

tOELZ CTL は LOW-Z の OE と して指定される。外部デバイスがデータ駆動を停
止するべき時間。

0 – ns

tOEHZ CTL は HIGH-Z の OE と して指定される。 8 8 ns

tCLZ CTL ( 非 OE) を LOW-Z にする。外部デバイスがデータ駆動を停止するべ
き時間。

0 – ns

tCHZ CTL ( 非 OE) を HIGH-Z にする。 30 30 ns

tCTLalpha CTL から、 出力でのアルファ変更。 – 25 ns

tCTLbeta CTL から、 出力でのベータ変更。 – 30 ns

tDST DLE ／ ALE を使用しないときのアドレス／データセッ トアップ。 2 – ns

tDHT DLE ／ ALE を使用しないときのアドレス／データホールド 20 – ns

注 ：
8. すべてのパラメーターは設計で保証されており、 特性評価によって検証済みです。
9. 「アルファ」 出力は 「初期出力」 に対応し、 「ベータ」 出力は 「遅延出力」 に対応します。 これらの出力の使用については、 GPIF II Designer ツールを参照して く ださい。
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スレーブ FIFO インターフェース

同期スレーブ FIFO 読み出しシーケンス説明

■ FIFO アドレスが安定し、 SLCS がアサート されます

■ FLAG は FIFO が空でない状態を示します。

■ SLOFがアサート されます。SLOEは出力イネーブル専用であ
り、 その唯一の機能はデータ  バスを駆動することです。

■ SLRD がアサート されます

PCLK の立ち上りエッジで、 SLRD がアサート されている間、
FIFO ポインタが更新されます。 これで、 新たにアドレス指定
されるデータのデータ  バスへの伝播が始まります。 tco (PCLK
の立ち上りエッジから測定 ) の伝播遅延の後に、 新しいデータ
値が現れます。N は、FIFO から読み出される最初のデータ値で
す。 FIFO データ  バス上のデータを取得するには、 SLOE もア
サートする必要があります。

同じ一連のイベン トはバースト読み出しにも適用されます。

FLAG の使用

FLAG 信号は、 フロー制御用に外部プロセッサによって監視さ
れます。 FLAG 信号は、 EZ-USB FX3 からの出力であり、 専用
のスレッ ドまたは現時点でアドレス指定されているスレッ ド用
に空／満杯／部分的満杯の状態を示すように設定されます。

ソケッ ト  スイッチング遅延時間 (Tssd) 
ソケッ ト  スイッチング遅延時間は、EPSWITCH# が ( アドレス
バス上の新しいソケッ ト  アドレスで ) マスターによってアサー
ト されてから Current_Thread_DMA_Ready フラグがアサート
されるまで測定されます。プロデューサ ソケッ トの場合、DMA
バッファ内のデータを受け入れられるようになるときフラグは
アサート されます。 コンシューマ ソケッ トの場合、 DMA バッ
ファからデータを駆動できるようになるときフラグはアサート
されます。 スイッチング遅延時間は、 同期スレーブ FIFO イン
ターフェースではGPIF インターフェース クロック  サイクルの
単位で、非同期スレーブ FIFO インターフェースではPIB クロッ
ク  サイクルの単位で測定されます。 これは 5 ビッ ト  スレーブ
FIFO インターフェースにのみ適用されます。 FX3 の 2 ビッ ト
スレーブ FIFO インターフェースでは、GPIF™ II ステート  マシ
ンのスレッ ド  スイッチングが利用されるため、ソケッ ト  スイッ
チング遅延時間はありません。 
注 : バースト  モードでは、読み出し期間中に SLRD# と SLOE#
がアサート されます。SLOE# がアサート されると、以前にアド
レス指定された FIFO からのデータを持つデータ  バスが駆動さ
れます。PCLK の後続の各立ち上りエッジで、SLRD# がアサー
ト されている間に、 FIFO ポインタがインクリ メン ト され、 次
のデータ値がデータ  バスに配置されます。

図 11.  同期スレーブ FIFO 読み出しモード
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同期スレーブ FIFO 書き込みシーケンスの説明

■ FIFO アドレスが安定し、 信号 SLCS# がアサート されます。

■ 外部マスターまたはペリフェラルがデータ  バスにデータを
出力します。

■ SLWR# がアサート されます

■ SLWR# がアサート されている間、データが FIFO に書き込ま
れ、 PCLK の立ち上りエッジで FIFO ポインタがインクリ メ
ン ト されます。

■ FIFO フラグは、 クロックの立ち上りエッジから遅延時間
tWFLG 後に更新されます。

同じ一連のイベン トはバースト書き込みにも適用されます。 

注 : バースト  モードでは、SLWR# と SLCS# は、すべての必要
なデータ値が書き込まれる全期間がアサート されます。 この
バース ト書き込みモードでは、 SLWR# がアサート された後、
PCLK の立ち上りエッジごとに FIFO データ  バス上のデータが

FIFO に書き込まれます。 FIFO ポインタは、 PCLK の各立ち上
りエッジで更新されます。 

シ ョート  パケッ ト : シ ョート  パケッ トは、PKTEND# を使用し
て USB ホストに転送します。 外部デバイスまたはプロセッサ
は、最後のデータ  ワード とそれに対応する SLWR# パルスとと
もに PKTEND# をアサートするよ うに設計する必要がありま
す。 FIFOADDR ラインは、 PKTEND# のアサート中に一定に保
持しなければなりません。

長さゼロのパケ ッ ト : 外部デバイスまたはプロセ ッサは、
SLWR# をアサートせずに単に PKTEND# をアサートすること
で、長さゼロのパケッ ト  (ZLP) を FX3 に通知できます。SLCS#
とアドレスは図 12 に示すように駆動する必要があります。

図 12.  同期スレーブ FIFO 書き込みモード  
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図 13.  同期スレーブ FIFO ZLP 書き込みサイクル タイ ミング
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表 15.  同期スレーブ FIFO のタイ ミング パラメーター [10]

パラメーター 説明 Min Max 単位

FREQ インターフェース クロック周波数 – 100 MHz

tCYC クロック周期 10 – ns

tCH クロック HIGH 時間 4 – ns

tCL クロック LOW 時間 4 – ns

tRDS SLRD# から CLK セッ トアップの時間 2 – ns

tRDH SLRD# から CLK ホールドの時間 0.5 – ns

tWRS SLWR# から CLK セッ トアップの時間 2 – ns

tWRH SLRW# から CLK ホールドの時間 0.5 – ns

tCO クロックからデータ有効の時間 – 7 ns

tDS データ入力セッ トアップ時間 2 – ns

tDH CLK からデータ入力ホールドの時間 0.5 – ns

tAS アドレスから CLK セッ トアップの時間 2 – ns

tAH CLK からアドレス ホールドの時間 0.5 – ns

tOELZ SLOE# からデータが LOW-Z になるまでの時間 0 – ns

tCFLG CLK からフラグ出力までの伝播遅延 – 8 ns

tOEZ SLOE# デアサートからデータが HIGH-Z になるまでの時間 – 8 ns

tPES PKTEND# から CLK セッ トアップの時間 2 – ns

tPEH CLK から PKTEND# のホールド時間 0.5 – ns

tCDH CLK からデータ出力ホールド時間 2 – ns

tSSD ソケッ ト  スイッチング遅延時間 2 68 クロック  サイクル 
tACCD SLRD# からのデータ  レイテンシ 2 2 クロック  サイクル

tFAD SLWR# からのフラグ レイテンシ 3 3 クロック  サイクル

注 アドレスからデータ／フラグまでの 3 サイクルのレイテンシ。

注 ：

10. すべてのパラ メーターは設計で保証されており、 特性評価によって検証済みです。
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非同期スレーブ FIFO 読み出しシーケンス説明

■ FIFO アドレスが安定し、 SLCS# がアサート されます。

■ SLOE# がアサート されます。これによってデータ  バスが駆動
されます。

■ SLRD# がアサート されます。

■ SLRD# アサートの後に、FIFO からのデータが駆動されます。
このデータは、 SLRD# の立ち下りエッジから、 tRDO の伝搬
遅延後、 有効になります。

■ FIFOポインタは、SLRD#のデアサート時にインクリ メン ト さ
れます。

図 14 のデータ N は、FIFO から読み出される最初の有効データ
です。読み出しサイクル中にデータ  バスにデータが現れるよう
にするには、SLOE# がアサート された状態でなければなりませ
ん。 SLRD# と SLOE# は結合することもできます。

同じ一連のイベン トがバース ト読み出しについても示されま
す。

注 : バースト読み出しモードでは、SLOE# のアサート中、デー
タ  バスは駆動状態にあります (以前にアドレス指定されたFIFO
からデータを出力 )。 SLRD# がアサート されると、 FIFO から
のデータはデータ  バスに出力されます (SLOE#もアサート され
る必要があります )。 FIFO ポインタは、 SLRD# のデアサート
の後にインクリ メン ト されます。

図 14.  非同期スレーブ FIFO 読み出しモード  
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非同期スレーブ FIFO 書き込みシーケンスの説明

■ FIFO アドレスが駆動され、 SLCS# がアサート されます。

■ SLWR# がアサート されます。SLCS# は、SLWR# と共に、ま
たは SLWR# がアサート される前にアサートする必要があり
ます 

■ データは、SLWR# のデアサート  エッジの tWRS 前に、バスに
存在する必要があります

■ SLWR# のデアサートによって、 データがデータ  バスから
FIFO に書き込まれ、 FIFO ポインタがインクリ メン ト されま
す。

■ FIFO フラグは、SLWRのデアサート  エッジから tWFLG後に、
更新されます。

バース ト読み出しの場合でも同じ一連のイベン トが示されま
す。

バースト書き込みモードでは、 SLWR# がデアサート された後、
データが FIFO に書き込まれ、FIFO ポインタがインクリ メン ト
されることに注意して く ださい。 

シ ョート  パケッ ト : シ ョート  パケッ トは、PKTEND# を使用し
て USB ホストに転送します。 外部デバイスまたはプロセッサ
は、最後のデータ  ワード とそれに対応する SLWR# パルスとと
もに PKTEND# をアサートするよ うに設計する必要がありま
す。 FIFOADDR ラインは、 PKTEND# のアサート中に一定に保
持しなければなりません。

長さゼロのパケ ッ ト : 外部デバイスまたはプロセ ッサは、
SLWR# をアサートせずに単に PKTEND# をアサートすること
で、長さゼロのパケッ ト  (ZLP) を FX3 に通知できます。SLCS#
とアドレスは 30 ページの図 16 に示すように駆動する必要があ
ります。

FLAG の使用 : FLAG 信号は、 フロー制御用に外部プロセッサ
によって監視されます。FLAG 信号は、FX3 からの出力であり、
専用のアドレスまたは現時点のアドレス用に空／満杯／部分的
満杯の状態を示すように設定されます。

図 15.  非同期スレーブ FIFO 書き込みモード
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図 16.  非同期 ZLP 書き込みサイクル タイ ミング

表 16.  同期スレーブ FIFO のパラメーター [11]

パラメーター 説明 Min Max 単位

tRDI SLRD# LOW 20 – ns

tRDh SLRD# HIGH 10 – ns

tAS アドレスから SLRD# ／ SLWR# セッ トアップ時間まで 7 – ns

tAH SLRD# ／ SLWR# ／ PKTEND# からアドレス ホールド時間 2 – ns

tRFLG SLRD# から FLAGS の出力伝播遅延 – 35 ns

tFLG アドレスから FLAGS の出力伝播遅延 – 22.5 ns

tRDO SLRD# からデータ有効時間 – 25 ns

tOE OE# LOW からデータ有効時間 – 25 ns

tLZ OE# LOW からデータ LOW-Z の時間 0 – ns

tOH SLOE# デアサート  データ出力ホールド時間 – 22.5 ns

tWRI SLWR# LOW 20 – ns

tWRh SLWR# HIGH 10 – ns

tWRS データから SLWR# セッ トアップ時間 7 – ns

tWRH SLWR# からデータ  ホールド時間 2 – ns

tWFLG SLWR# ／ PKTEND# から FLAGS 出力までの伝播遅延時間 – 35 ns

tPEI PKTEND LOW 20 – ns

tPEh PKTEND HIGH 7.5 – ns

tWRPE SLWR# デアサートから PKTEND デアサートまでの時間 2 – ns
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注 ：

11. すべてのパラ メーターは設計で保証されており、 特性評価によって検証済みです。
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ホスト  プロセッサ インターフェース (P ポート ) タイミング

非同期 SRAM タイ ミング

図 17.  非多重化した非同期 SRAM の読み出しタイ ミング
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図 18.  非多重化した非同期 SRAM の書き込みタイ ミング (WE# と CE# 制御 )
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図 19.  非多重化した非同期 SRAM の書き込みタイ ミング (WE# 制御、 OE# LOW)
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注 ：

12. すべてのパラ メーターは設計で保証されており、 特性評価によって検証済みです。

表 17.  非同期 SRAM タイ ミング パラメーター [12]

パラメーター 説明 Min Max 単位

– SRAM インターフェース帯域幅 – 61.5 Mbps

tRC 読み出しサイクル時間 32.5 – ns

tAA アドレス指定からデータ有効までの時間 – 30 ns

tAOS アドレスから OE# LOW セッ トアップの時間 7 – ns

tOH アドレス変更からのデータ出力ホールド時間 3 – ns

tOHH OE# HIGH ホールド時間 7.5 – ns

tOHC OE# HIGH から CE# HIGH になるまでの時間 2 – ns

tOE OE# LOW からデータ有効になるまでの時間 – 25 ns

tOLZ OE# LOW から LOW-Z の時間 0 – ns

tWC 書き込みサイクル時間 30 – ns

tCW CE# LOW から書き込み終了までの時間 30 – ns

tAW アドレス有効から書き込み終了までの時間 30 – ns

tAS アドレス セッ トアップから書き込み開始までの時間 7 – ns

tAH CE# または WE# からのアドレス ホールド時間 2 – ns

tWP WE# パルス幅 20 – ns

tWPH WE# HIGH 時間 10 – ns

tCPH CE# HIGH 時間 10 – ns

tDS データ  セッ トアップから書き込み終了までの時間 7 – ns

tDH データ  ホールドから書き込み終了までの時間 2 – ns

tWHZ 書き込みから DQ HIGH-Z 出力までの時間 – 22.5 ns

tOEZ OE# HIGH から DQ HIGH-Z 出力までの時間 – 22.5 ns

tOW 書き込み終了から LOW-Z 出力までの時間 0 – ns
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非同期アクセス用の ADMux タイ ミング

図 20.  ADMux 非同期ランダム読み出し

図 21.  ADMux 非同期ランダム書き込み
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注 ：

13. すべてのパラ メーターは設計で保証されており、 特性評価によって検証済みです。

表 18.  非同期 ADMux タイ ミング パラメーター [13]

パラメーター 説明 Min Max 単位 注 :

ADMux 非同期読み出しアクセス タイ ミング パラメーター

tRC 読み出しサイクル タイム (アドレス有効から
アドレス有効まで )

54.5 – ns
このパラ メーターは P ポート  プロ
セッサがOE#をデアサートする時点
に依存します。

tACC アドレス有効からデータ有効までの時間 – 32 ns –

tCO CE# アサートからデータ有効までの時間 – 34.5 ns –

tAVOE ADV# デアサートから OE# アサートまでの
時間

2 – ns –

tOLZ OE# アサートからデータ LOW-Z までの時間 0 – ns –

tOE OE# アサートからデータ有効までの時間 – 25 ns –

tHZ 読み出しサイクル終了からデータ HIGH-Zま
での時間

– 22.5 ns –

ADMux 非同期書き込みアクセス時間パラメーター

tWC 書き込みサイクル時間 ( アドレス有効からア
ドレス有効まで )

– 52.5 ns –

tAW アドレス有効から書き込み終了までの時間 30 – ns –

tCW CE# アサートから書き込み終了までの時間 30 – ns –

tAVWE ADV# デアサートから WE# アサートまでの
時間

2 – ns –

tWP WE# LOW パルス幅 20 – ns –

tWPH WE# HIGH パルス幅 10 – ns –

tDS データ有効セッ トアップから WE# デアサー
トまでの時間

18 – ns –

tDH WE# デアサートからのデータ有効ホールド
の時間

2 – ns –

ADMux 非同期共通の読み出し／書き込みアクセス タイ ミング パラメーター

tAVS アドレス有効セッ トアップから ADV# デア
サートまでの時間

5 – ns –

tAVH ADV#デアサートからのアドレス有効ホール
ドの時間

2 – ns –

tVP ADV# LOW パルス幅 7.5 – ns –

tCPH CE# HIGH パルス幅 10 – ns –

tVPH ADV# HIGH パルス幅 15 – ns –

tCEAV CE#アサートからADV#アサートまでの時間 0 – ns –
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同期 ADMux のタイ ミング

図 22.  同期 ADMux インターフェース – 読み出しサイクル タイ ミング

図 23.  同期 ADMux インターフェース – 書き込みサイクル タイ ミング
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図 24.  同期 ADMux インターフェース – バースト読み出しタイ ミング

図 25.  同期 ADMux インターフェース – バースト書き込みタイ ミング 
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5) External processor cannot deassert OE in the middle of a burst. If it does so, any bytes remaining in the burst packet could get lost.
6) Two cycle latency is shown for 0-100 MHz operation. Latency can be reduced by 1 cycle for operations at less than 50 MHz (this 1 cycle latency is not supported by the bootloader) 

A[0:7]/DQ[0:31]

ADV#

CE#

WE#

tAVWE

tS

Valid Address

tS

D1

tH

tS tH

tDHtDS

D3

tDH

tCLKH tCLKL

tCLK

CLK

D0

RDY
tKW

D2

2-cycle latency between
WE# and data being latched

tKW

2-cycle latency between this clk edge and RDY 
deassertion seen by the host

Note: 

1) External P-Port processor and FX3 operate on the same clock edge
2) External processor sees RDY assert 2 cycles after WE # asserts and deasserts 3 cycles after the edge sampling the last burst data.
3) Transfer size for the operation must be a multiple of burst size. Burst size is usually  power of 2. RDY will not deassert in the middle of the burst. Burst size of 4 is shown  
4) External processor cannot deassert WE in the middle of a burst. If it does so, any bytes remaining in the burst packet could get lost. 
5)Two cycle latency is shown for 0-100 MHz operation. Latency can be reduced by 1 cycle for operations at less than 50 MHz (this 1 cycle latency is not supported by the bootloader)
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シリアル ペリフェラル タイ ミング

I2C タイ ミング

図 26.  I2C タイ ミング定義

表 19.  同期 ADMux タイ ミング パラメーター [14]

パラメーター 説明 Min Max 単位

FREQ インターフェース クロック周波数 – 100 MHz

tCLK クロック周期 10 – ns

tCLKH クロック HIGH 時間 4 – ns

tCLKL クロック LOW 時間 4 – ns

tS CE# ／ WE# ／ DQ セッ トアップ時間 2 – ns

tH CE# ／ WE# ／ DQ ホールド時間 0.5 – ns

tCH クロックからデータ出力までのホールド時間 0 – ns

tDS データ入力セッ トアップ時間 2 – ns

tDH クロックからデータ入力ホールドまでの時間 0.5 – ns

tAVDOE ADV# HIGH から OE# LOW までの時間 0 – ns

tAVDWE ADV# HIGH から WE# LOW までの時間 0 – ns

tHZ CE# HIGH からデータ HIGH-Z までの時間 – 8 ns

tOHZ OE# HIGH からデータ HIGH-Z までの時間 – 8 ns

tOLZ OE# LOW からデータ LOW-Z までの時間 0 – ns

tKW クロックから RDY 有効までの時間 – 8 ns

注 ：

14. すべてのパラ メーターは設計で保証されており、 特性評価によって検証済みです。
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表 20.  I2C タイ ミング パラメーター [15]

パラメーター 説明 Min Max 単位

I2C 標準モード  パラメーター

fSCL SCL クロック周波数 0 100 kHz

tHD:STA START 条件までのホールド時間 4 – s

tLOW SCL の LOW 時間 4.7 – s

tHIGH SCL の HIGH 時間 4 – s

tSU:STA 反復 START 条件のセッ トアップ時間 4.7 – s

tHD:DAT データ  ホールド時間 0 – s

tSU:DAT データ  セッ トアップ時間 250 – ns

tr SDA および SCL 信号の立ち上り時間 – 1000 ns

tf SDA および SCL 信号の立ち下り時間 – 300 ns

tSU:STO STOP 条件のセッ トアップ時間 4 – s

tBUF STOP 条件と START 条件間のバスの空き時間 4.7 – s

tVD:DAT データ有効時間 – 3.45 s

tVD:ACK データ有効 ACK – 3.45 s

tSP 入力フ ィルタによって抑制する必要があるスパイクのパルス幅 該当なし 該当なし

I2C ファースト  モード  パラメータ

fSCL SCL クロック周波数 0 400 kHz

tHD:STA START 条件までのホールド時間 0.6 – s

tLOW SCL の LOW 時間 1.3 – s

tHIGH SCL の HIGH 時間 0.6 – s

tSU:STA 反復 START 条件のセッ トアップ時間 0.6 – s

tHD:DAT データ  ホールド時間 0 – s

tSU:DAT データ  セッ トアップ時間 100 – ns

tr SDA および SCL 信号の立ち上り時間 – 300 ns

tf SDA および SCL 信号の立ち下り時間 – 300 ns

tSU:STO STOP 条件のセッ トアップ時間 0.6 – s

tBUF STOP 条件と START 条件間のバスの空き時間 1.3 – s

tVD:DAT データ有効時間 – 0.9 s

tVD:ACK データ有効 ACK – 0.9 s

tSP 入力フ ィルタによって抑制する必要があるスパイクのパルス幅 0 50 ns

注 ：

15. すべてのパラ メーターは設計で保証されており、 特性評価によって検証済みです。
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I2S タイ ミング図

図 27.  I2S 送信サイクル

I2C ファースト  モード  プラス パラメーター (I2C_VDDQ=1.2V 時にはサポート されません )

fSCL SCL クロック周波数 0 1000 kHz

tHD:STA START 条件までのホールド時間 0.26 – s

tLOW SCL の LOW 時間 0.5 – s

tHIGH SCL の HIGH 時間 0.26 – s

tSU:STA 反復 START 条件のセッ トアップ時間 0.26 – s

tHD:DAT データ  ホールド時間 0 – s

tSU:DAT データ  セッ トアップ時間 50 – ns

tr SDA および SCL 信号の立ち上り時間 – 120 ns

tf SDA および SCL 信号の立ち下り時間 – 120 ns

tSU:STO STOP 条件のセッ トアップ時間 0.26 – s

tBUF STOP 条件と START 条件との間のバス空き時間 0.5 – s

tVD:DAT データ有効時間 – 0.45 s

tVD:ACK データ有効 ACK – 0.55 s

tSP 入力フ ィルタによって抑制する必要があるスパイクのパルス幅 0 50 ns

表 20.  I2C タイ ミング パラメーター [15]( 続き )

パラメーター 説明 Min Max 単位

tT

tTR     tTF
tTL

tThd

tTd

tTH

SCK

SA,
WS (output)

表 21.  I2S タイ ミング パラメーター [16]

パラメーター 説明 Min Max 単位

tT I2S ト ランスミ ッ タ  クロック  サイクル Ttr – ns

tTL I2S ト ランスミ ッ タ  サイクル LOW 時間 0.35 Ttr – ns

tTH I2S ト ランスミ ッ タ  サイクル HIGH 時間 0.35 Ttr – ns

tTR I2S ト ランスミ ッ タ立ち上り時間 – 0.15 Ttr ns

tTF I2S ト ランスミ ッ タ立ち下り時間 – 0.15 Ttr ns

tThd I2S のト ランスミ ッ タ  データ  ホールド時間 0 – ns

tTd I2S ト ランスミ ッ タ遅延時間 – 0.8tT ns

注  tT はクロック  ギアで選択可能です。最大 Ttr は 32 ビッ トでの 96kHz コーデックで 326ns (3.072MHz) に設計されています。 

注 ：

16. すべてのパラ メーターは設計で保証されており、 特性評価によって検証済みです。
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SPI タイ ミング仕様

図 28.  SPI タイ ミング

LSB

LSB

MSB

MSB

LSB

LSB

MSB

MSB

tlead

tsck

tsdd

thoi

twsck twsck

tlag
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v

trf

tssnh

tdis

tsdi

tlead

tsck

twsck twsck

tlagtrf

tssnh

tsdi

tdis

tdv

thoi

SSN 
(output)

SCK
(CPOL=0, 
Output)

SCK
(CPOL=1, 
Output)

MISO
(input)

MOSI
(output)

SSN 
(output)

SCK
(CPOL=0, 
Output)

SCK
(CPOL=1, 
Output)

MISO
(input)

MOSI
(output)

SPI Master Timing for CPHA = 0

SPI Master Timing for CPHA = 1

tdi
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表 22.  SPI タイ ミング パラメーター [17]

パラメーター 説明 Min Max 単位

fop 動作周波数 0 33 MHz

tsck サイクル時間 30 – ns

twsck クロック HIGH ／ LOW 時間 13.5 – ns

tlead SSN-SCK 先行時間 1/2 tsck[18]-5 1.5 tsck[18]+5 ns

tlag 可能遅延時間 0.5 1.5 tsck[18]+5 ns

trf 上昇／下降時間 – 8 ns

tsdd 出力 SSN からデータ有効までの遅延時間 – 5 ns

tdv 出力データ有効時間 – 5 ns

tdi 出力データ無効時間 0 – ns

tssnh 最小 SSN HIGH 時間 10 – ns

tsdi 入力データセッ トアップ時間 8 – ns

thoi 入力データホールド時間 0 – ns

tdis SSN HIGH でデータ出力が無効の時間 0 – ns

注 ：

17. すべてのパラ メーターは設計で保証されており、 特性評価によって検証済みです。

18. SPI_CONFIG レジスタでの LAG および LEAD 設定によって決まります。
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リセッ ト  シーケンス

FX3 のハード  リセッ ト  シーケンスの要件を規定します。

図 29.  リセッ ト  シーケンス

表 23.  リセッ トおよびスタンバイ  タイ ミング パラメーター

パラメーター 定義 条件 Min (ms) Max (ms)

tRPW RESET# 最小パルス幅

クロック入力 1 –

水晶振動子の
入力

1 –

tRH RESET# の最小 HIGH 時間 – 5 –

tRR リセッ ト回復時間 (ブート  ローダがファームウェアのダウンロードを
開始した後 )

クロック入力 1 –

水晶振動子の
入力

5

tSBY ス タ ンバイ／サスペン ド開始までの時間 (MAIN_CLOCK_EN ／
MAIN_POWER_EN ビッ ト をセッ ト した時点から )

– – 1

tWU スタンバイ状態から復帰するまでの時間

クロック入力 1 –

水晶振動子の
入力

5 –

tWH スタンバイ／サスペンド  ソースを再アサートするまでの最小時間 – 5 –

VDD

( core )

xVDDQ

XTALIN/ 
CLKIN

RESET #

Mandatory 
Reset Pulse Hard Reset

tRPW

tRh 

Standby/
Suspend 
Source

Standby/Suspend source Is asserted
 (MAIN_POWER_EN/ MAIN_CLK_EN bit 
is set)

Standby/Suspend 
source Is deasserted

tSBY tWU

XTALIN/ CLKIN must be stable 
before exiting Standby/Suspend

tRR

tWH
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パッケージ図

図 30.  121 ボール BGA パッケージ図

001-54471 *E

N IS THE NUMBER OF POPULATED SOLDER BALL POSITIONS FOR MATRIX 

WHEN THERE IS AN EVEN NUMBER OF SOLDER BALLS IN THE OUTER ROW,

WHEN THERE IS AN ODD NUMBER OF SOLDER BALLS IN THE OUTER ROW, 

 DEFINE THE POSITION OF THE CENTER SOLDER BALL IN THE OUTER ROW. 

"SD" AND "SE" ARE MEASURED WITH RESPECT TO DATUMS A AND B AND 

SYMBOL "ME" IS THE BALL MATRIX SIZE IN THE "E" DIRECTION. 

SYMBOL "MD" IS THE BALL MATRIX SIZE IN THE "D" DIRECTION.

"e" REPRESENTS THE SOLDER BALL GRID PITCH.

DIMENSION "b" IS MEASURED AT THE MAXIMUM BALL DIAMETER IN A 

SOLDER BALL POSITION DESIGNATION PER JEP95, SECTION 3, SPP-020.

"+" INDICATES THE THEORETICAL CENTER OF DEPOPULATED SOLDER

A1 CORNER TO BE IDENTIFIED BY CHAMFER, LASER OR INK MARK 

8.

7.

6.

NOTES:

5.

4.

3.

2.

1. ALL DIMENSIONS ARE IN MILLIMETERS.
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-

METALIZED  MARK, INDENTATION OR OTHER MEANS.
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SIZE MD X ME.
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A
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A1 CORNERAE

D
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B
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6
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注文情報

注文コードの定義

表 24.  注文情報

注文コード USB SRAM (kB) GPIF II データ  バス幅 動作温度 パッケージ タイプ

CYUSB3011-BZXC USB 3.0 256 16 ビッ ト 0°C ～ +70°C 121 ボール BGA

CYUSB3012-BZXC USB 3.0 256 32 ビッ ト 0°C ～ +70°C 121 ボール BGA

CYUSB3013-BZXC USB 3.0 512 16 ビッ ト 0°C ～ +70°C 121 ボール BGA

CYUSB3014-BZXC USB 3.0 512 32 ビッ ト 0°C ～ +70°C 121 ボール BGA

CYUSB3014-BZXI USB 3.0 512 32 ビッ ト -40°C ～ +85°C 121 ボール BGA

CYUSB2014-BZXC USB 2.0 512 32 ビッ ト 0°C ～ +70°C 121 ボール BGA

CYUSB2014-BZXI USB 2.0 512 32 ビッ ト -40°C ～ +85°C 121 ボール BGA
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略語

本書の表記法

測定単位

略語 説明

DMA direct memory access ( 直接メモリ  アクセス )

FIFO First In First Out 
( ファースト インファーストアウト )

GPIF
General Programmable interface 
( 汎用プログラマブル インターフェース )

HNP host negotiation protocol 
( ホスト  ネゴシエーシ ョ ン プロ ト コル )

I2C
Inter-Integrated Circuit 
( インター インテグレーテッ ド  サーキッ ト )

I2S inter IC sound ( インター IC サウンド )

MISO master in slave out 
( マスター イン スレーブ アウト )

MOSI master out slave in
( マスタ  アウト  スレーブ イン )

MMC multimedia card ( マルチメディア カード )

MSC mass storage class ( 大容量スト レージ クラス )

MTP
media transfer protocol 
( メディア転送プロ ト コル )

OTG On-The-Go

OVP overvoltage protection ( 過電圧保護 )

PHY Physical layer ( 物理層 )

PLL phase locked loop ( 位相同期回路 )

PMIC power management IC
( パワー マネージメン ト IC)

PVT process voltage temperature 
( プロセス、 電圧、 温度 )

RTOS real-time operating system ( リアルタイム OS)

SCL serial clock line ( シリアル クロック  ライン )

SCLK serial clock ( シリアル クロック )

SD secure digital ( セキュア デジタル )

SD secure digital ( セキュア デジタル )

SDA serial data clock ( シリアル データ  クロック )

SDIO secure digital input / output 
( セキュア デジタル入出力 )

SLC single-level cell ( 単一レベル セル )

SLCS Slave Chip Select ( スレーブ チップ セレク ト )

SLOE Slave Output Enable ( スレーブ出力イネーブル )

SLRD Slave Read ( スレーブ読み出し )

SLWR Slave Write ( スレーブ書き込み )

SPI Serial Peripheral Interface
( シリアル ペリフェラル インターフェース )

SRP
session request protocol 
( セッシ ョ ン要求プロ ト コル )

SSN SPI スレーブ選択 ( アクテ ィブ LOW)

UART
Universal Asynchronous Receiver Transmitter
( 汎用非同期レシーバ／ト ランスミ ッ タ )

UVC USB Video Class (USB ビデオ クラス )

USB Universal Serial Bus 
( ユニバーサル シリアル バス )

記号 測定単位

°C 摂氏温度

A マイクロアンペア

s マイクロ秒

mA ミ リアンペア

Mbps メガビッ ト／秒

MBps メガバイ ト／秒

MHz メガヘルツ

ms ミ リ秒

ns ナノ秒

 オーム

pF ピコファラ ド

V ボルト

略語 説明
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エラッ タ

FX3 のレビジ ョ ン D、 C、 B のエラッ タについて説明します。 詳細は、 エラッ タのト リガー条件、 影響の範囲、 可能な回避方法、
シリコン レビジ ョ ンの適用可能性を含みます。 ご質問がありましたら、 最寄りのサイプレス販売代理店までご連絡ください。

影響を受ける製品番号

認定の状態

製品の状態 : 量産中

エラッ タのまとめ

下表は、 EZ-USB FX3 SuperSpeed USB コン ト ローラー デバイス ファ ミ リ Rev. D へのエラッ タの適用性を定義します。

製品番号 デバイス特性

CYUSB301x-xxxx 全種類

CYUSB201x-xxxx 全種類

項目 [ 製品番号 ] シリコン チップ 
レビジ ョ ン

修正状況

1. 通常、サスペンド、スタンバイ  モード中に VIO1 をオフにす
ることによって、 FX3 の動作が停止

CYUSB301x-xxxx
CYUSB201x-xxxx Rev. D、 C、 B

回避方法が用意されてい
ます。

2. FX3 が自己給電時、USB エニュメレーシ ョ ンが USB ブート
モードで失敗します。

CYUSB301x-xxxx
CYUSB201x-xxxx Rev. D、 C、 B 回避方法が用意されてい

ます。

3． GPIF II ステートで COMMIT アクシ ョ ンによって追加のZLP
が生成される

CYUSB301x-xxxx
CYUSB201x-xxxx Rev. D、 C、 B 回避方法が用意されてい

ます。

4. USB 2.0 ISOC データ転送での無効な PID シーケンス
CYUSB301x-xxxx
CYUSB201x-xxxx Rev. D、 C、 B

回避方法が用意されてい
ます。

5. 同じマイクロフレーム内で ZLP の後に続いてデータ  パケッ
トが転送される場合に USB データ転送エラーが発生

CYUSB301x-xxxx
CYUSB201x-xxxx Rev. D、 C、 B 回避方法が用意されてい

ます。

6. I2C マルチマスター コンフ ィギュレーシ ョ ンで I2C ブロック
をマスターとして使用する場合にバス衝突が発生

CYUSB301x-xxxx
CYUSB201x-xxxx Rev. D、 C、 B

シングルマス ター コ ン
フ ィ ギ ュ レ ー シ ョ ン で
FX3 を使用します

7. USB 3.0 ホスト  コン ト ローラーの低電力 U1 高速終了問題
CYUSB301x-xxxx
CYUSB201x-xxxx Rev. D、 C、 B 回避方法が用意されてい

ます。

8. リンク品質の悪いホストで動作時の USB データの破損
CYUSB301x-xxxx
CYUSB201x-xxxx Rev. D、 C、 B 回避方法が用意されてい

ます。

9. デバイスは USB 3.0 ホストからの Rx 検出シーケンスを有効
な U1 終了 LFPS バースト と して取り扱います。

CYUSB301x-xxxx
CYUSB201x-xxxx Rev. D、 C、 B

回避方法が用意されてい
ます。

10. 40/60 デューテ ィ比および 400kHz で、 I2C データ有効
(tVD:DAT) 仕様の違反

CYUSB301x-xxxx
CYUSB201x-xxxx Rev. D、 C、 B 回避方法は不要です。

11. FX3 デバイスが複数のパワー サイクル後にホストからの
ポート機能要求に正し く応答しない

CYUSB301x-xxxx
CYUSB201x-xxxx Rev. D、 C、 B 回避方法が用意されてい

ます。
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1. 通常、 サスペンド、 スタンバイ  モード中に VIO1 をオフにすることによって、 FX3 の動作が停止

■問題定義 
通常、 サスペンド、 スタンバイ  モード中に VIO1 をオフにすることによって、 FX3 の動作が停止します。 

■影響を受けるパラメーター 
該当なし

■ト リガー条件 
この状態は、 通常、 サスペンド、 スタンバイ  モード中に VIO1 をオフにするときにト リガーされます。

■影響範囲 
FX3 の動作が停止します。

■回避方法 
通常、 サスペンド、 スタンバイ  モード中に VIO1 をオンのままにしなければなりません。

■修正状況  
修正なし。 回避方法が必要

2. FX3 が自己給電時、 USB エニュメレーシ ョ ンが USB ブート  モードで失敗します。

■問題定義 
FX3 デバイスは自己給電であり、 かつ USB ホストにまだ接続されていないとき、 低消費電力モードに入り、 USB ホストに接
続されるときに復帰しません。 理由は、 ブートローダが USB 接続を検出するためにコネクタでの VBUS ピンをチェ ックしな
いためです。 ブートローダが、 電源投入時に USB バスがホストに接続されることを期待します。

■影響を受けるパラメーター 
該当なし

■ト リガー条件 
この状態は、 FX3 が USB ブート  モードで自己給電となるときにト リガーされます。 

■影響範囲 
デバイスはエニュ メレート しません。 

■回避方法 
USB ホストに接続した後にデバイスをリセッ ト します。 

■修正状況  
修正なし。 回避方法が必要

3. GPIF II ステートで COMMIT アクシ ョ ンによって追加の ZLP が生成される

■問題定義 
GPIF-II ステートで IN_DATA アクシ ョ ンなしに COMMIT アクシ ョ ンが使用される場合、 追加の長さゼロのパケッ ト  (ZLP) が
データ  パケッ ト と ともに転送されます。 

■影響を受けるパラメーター 
該当なし

■ト リガー条件 
この状態は、 あるステートで COMMIT アクシ ョ ンが IN_DATA アクシ ョ ンなしに使用されるときにト リガーされます。 

■影響範囲 
追加の ZLP が生成されます。 

■回避方法  
同じステートで COMMIT アクシ ョ ンと ともに IN_DATA アクシ ョ ンを使用します。 

■修正状況  
修正なし。 回避方法が必要
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4. USB 2.0 ISOC データ転送での無効な PID シーケンス

■問題定義 
FX3 デバイスが高帯域幅アイソクロナス エンドポイン ト を持つ Hi-Speed USB デバイスとして機能する場合、 ISO データ  パ
ケッ トの PID シーケンスはアイソマルチ設定のみによって支配されます。 各マイクロフレーム中の PDI シーケンス生成時に、
データ  パケッ トの長さは考慮されません。 例えば、 MULT が 2 に設定されたエンドポイン トでシ ョート  パケッ トが転送され
る場合にも、 使用される PID は DATA2 となります。 

■影響を受けるパラメーター 
該当なし

■ト リガー条件 
この状態は、 高帯域幅 ISOC 転送エンドポイン トが使用されるときにト リガーされます。

■影響範囲 
ISOC データ転送は失敗します。

■回避方法  
この問題を回避するために、シ ョート  パケッ トの転送前により低いアイソマルチ設定でエンドポイン ト を再設定し、その後に
元の値に戻します。 

■修正状況  
修正なし。 回避方法が必要

5. 同じマイクロフレーム内で ZLP の後に続いてデータ  パケッ トが転送される場合に USB データ転送エラーが発生

■問題定義  
SuperSpeed で動作するバースト対応 USB IN エンドポイン トで、 長さゼロのパケッ ト後にすぐに (1 マイクロフレームまたは
125µs 以内 ) 他のデータ  パケッ トが続く場合、 データ転送エラーが発生する可能性があります。 

■影響を受けるパラメーター 
該当なし

■ト リガー条件 
この状態は ZLP の SuperSpeed 転送でト リガーされます。

■影響範囲 
データ転送が失敗し、 データ転送速度が低く なります。

■回避方法  
バースト対応 USB IN エンドポイン トで ZLP と次のデータ  パケッ トの間に十分な時間が与えられることを保証します。データ
転送元で保証できない場合、EOP 状態の発生時に CyU3PDmaChannelSetSuspend() API を使用して対応する USB DMA ソケッ
ト を一時停止できます。 その後、 一時停止コールバックが受信されるとチャネルの動作が再開できます。

■修正状況 
修正なし。 回避方法が必要

6. I2C マルチマスター コンフ ィギュレーシ ョ ンで I2C ブロックをマスターとして使用する場合にバス衝突が発生 

■問題定義 
I2C マルチマスター コンフ ィギュレーシ ョ ンで FX3 をマスターとして使用するとき、 バス衝突が発生する場合があります。 

■影響を受けるパラメーター 
該当なし

■ト リガー条件 
この状態は、 FX3 の I2C ブロックがマルチマスター コンフ ィギュレーシ ョ ンで動作するときにのみト リガーされます。 

■影響範囲 
FX3 の I2C ブロックが、 I2C バスがアイドルでないときにデータを送信することができるため、 バス衝突が発生します。 

■回避方法 
FX3 をシングル マスターとして使用します。

■修正状況 
修正なし。 
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7. USB 3.0 ホスト  コン ト ローラーの低電力 U1 高速終了問題

■問題定義 
FX3 デバイスが低電力 U1 ステートに入ってから 5µs 以内に U0 ステートに遷移する場合、 デバイスは U0 ステートに戻って
遷移することに失敗し、 USB リセッ ト を発生させる可能性があります。

■影響を受けるパラメーター 
該当なし

■ト リガー条件 
この状態は低電力遷移モード中にト リガーされます。

■影響範囲 
データ転送中に期待しないウォーム リセッ トが発生します。

■回避方法 
この問題を回避するために、 FW でデータ転送中に LPM ( リンク  パワー マネジメン ト ) を無効にします。

■修正状況 
FW の回避方法は実証され、 信頼できます。

8. リンク品質の悪いホストで動作時の USB データの破損

■問題定義 
FX3 が信号品質の悪い USB 3.0 リンクで動作する場合、 デバイスはいずれかの IN エンドポイン ト  ( 制御エンドポイン ト を含
む ) で破損したデータを送信する可能性があります。

■影響を受けるパラメーター 
該当なし

■ト リガー条件 
この状態は USB 3.0 リンクの信号品質が非常に悪い場合にト リガーされます。

■影響範囲 
いずれかの IN エンドポイン ト  ( 制御エンドポイン ト を含む ) でデータが破損します。

■回避方法 
アプリケーシ ョ ン ファームウェアは、 CYU3P_USBEPSS_RESET_EVT イベン トの受信時にエンドポイン ト を停止してから、
CLEAR_FEATURE 要求の受信時に DMA パスを停止および再起動することで、 エラー回復を行います。
注 : SDK Ver. 1.3.3 およびそれ以降のバージョ ンは内部的に DMA 転送を管理し、潜在的なエラー状態を検出するとエンドポイ
ン ト  リセッ ト を行います。 アプリケーシ ョ ン ファームウェアの詳細は、 SDK で提供されている GpiftoUsb の例を参照して く
ださい。

■修正状況 
FW の回避方法は実証され、 信頼できます。

http://www.cypress.com/products/ez-usb-fx3-superspeed-usb-30-peripheral-controller
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9. デバイスは USB 3.0 ホストからの Rx 検出シーケンスを有効な U1 終了 LFPS バースト と して取り扱います。

■問題定義 
FX3 デバイス内の USB 3.0 PHY は電気的アイドル検出器を使用して LFPS が受信されているかどうかを判定します。 レシー
バが電気的アイドル状態を検出しない期間は、 さまざまな LFPS バーストを検出するために調整されます。 この実装のため、
デバイスは USB ホストからの Rx 検出シーケンスを有効な U1 終了 LFPS バースト と して取り扱います。

■影響を受けるパラメーター 
該当なし

■ト リガー条件 
この状態は、 FX3 の USB 3.0 リンク  ステート  マシンが U1 ステートのときに USB ホストが Rx 検出シーケンスを開始する場
合にト リガーされます。ホストが RX 検出ステート と U2 ステートでのみ Rx 検出シーケンスを実行するため、FX3 のリンクが
U1 ステートのときにホストの USB リンクが U2 ステートに遷移した場合にのみエラー状態は発生します。

■影響範囲 
FX3 は早まって回復状態に遷移するため、 回復に失敗し、 その後にウォーム リセッ トおよび USB 再エニュメレーシ ョ ンが発
生します。 このシーケンスは複数回繰り返し、 その結果、 データ転送の失敗となります。

■回避方法 
ホストの遷移の数マイクロ秒前に FX3 が U1 から U2 に遷移するように設定します。 これにより、 ホストが Rx 検出シーケン
スを実行する前にデバイス側のリンクが U2 にあるため、 U1 終了の誤った検出が防止されることを保証できます。

■修正状況 
回避方法は SDK ライブラリ 1.3.4 以降のバージョ ンで実装されます。 

10. 40/60 デューティ比および 400kHz で、 I2C データ有効 (tVD:DAT) 仕様の違反

■問題定義 
40/60デューティ比および400kHzでのI2Cデータ有効 (tVD:DAT) パラメーターは1.0625µsであり、0.9µsのI2C上限を超えます。

■影響を受けるパラメーター 
該当なし

■ト リガー条件
この違反は、 I2C クロックの 40/60 デューティ比および 400kHz でのみ発生します。

■影響範囲 
400kHz で転送されるデータのセッ トアップ時間 (tSUDAT) は大きいマージンで満たされるため、 tvd:DAT の違反はデータ完全性
の問題を発生させません。

■回避方法 
回避方法は不要です。

■修正状況 
修正は不要です。
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11. FX3 デバイスが複数のパワー サイクル後にホストからのポート機能要求に正し く応答しない

■問題定義 
複数のパワー サイクルの間、 FX3 デバイスが USB コン ト ローラーからのポート機能要求 ( リンク  パケッ ト ) に正し く応答し
ない場合があります。 したがって、 FX3 は USB コン ト ローラーからの後続のポート  コンフ ィギュレーシ ョ ン要求を受信でき
ず、 SS.Disabled 状態を発生させます。 デバイスはこの状態から回復できず、 最終的にエニュメレーシ ョ ン失敗になります。 

■影響を受けるパラメーター 
該当なし

■ト リガー条件 
この状態は、 FX3 がホストからのポート機能要求に正し く な く応答したときにト リガーされます。

■影響範囲 
デバイスは複数回の再試行の後にエニュメレーシ ョ ンに失敗します。 

■回避方法 
ホストは FX3 にポート  コンフ ィギュレーシ ョ ン要求を送信しないため、 ポート  コンフ ィギュレーシ ョ ン要求タイムアウト割
込みをデバイスで発生させます。 この割込みは FX3 SDK 1.3.4 以降のバージョ ンで処理され、 CY_U3P_USB_EVENT_LMP_-
EXCH_FAIL イベン ト を生成し、 アプリケーシ ョ ンに通知します。 このイベン トは、 USB インターフェース ブロック再起動を
行うようにユーザー アプリケーシ ョ ンで処理する必要があります。 詳細およびファームウェアによる回避方法のサンプル プ
ロジェク トについては、 ナレッジベース (KBA225778) を参照して ください。

■修正状況 
提案されたファームウェアによる回避方法は実証され、 信頼できます。

https://community.cypress.com/docs/DOC-16300
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